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第78号

第 48 回総会 ６月27日 ( 土 ) 旧交を温め、新たな出会いも！

前回総会の展示コーナー

受付風景

◎
写
真
、
詩
歌
、
随
筆
、
紀
行
文
、
評
論
文
、
そ
の
他
の

書
籍
、
手
工
芸
品
な
ど
の
出
品
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
人
材
募
集
の
Ｐ
Ｒ
、
母
校
の
思
い
出
、
班
活
動
、
同

窓
会
・
同
期
会
・
同
級
会
活
動
の
記
録
な
ど
の
出
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
出
品
要
領
】
出
品
者
は
展
示
品
・
頒
布
品
を
当
日
持
参
し
管
理
す

る
。
6
月
10
日
ま
で
に
出
品
内
容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
岩
井
重
一
（
62
期
）　 

電
話03-5570-5671

　
Ｅ
メ
ー
ル
： iw

ai@
actlaw

.gr.jp

　

関
東
同
窓
会
第
48
回
総
会
が
６
月
27
日
（
土
）、
千
代

田
区
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
懇
親
会
に

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
俳
優
の
宇
崎
竜
童
さ
ん
、
ジ
ャ

ズ
・
ド
ラ
マ
ー
の
大
隅
寿
男
さ
ん
が
特
別
出
演
し
、
明
大

Ｏ
Ｂ
の
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ジ
ャ
ミ
ン

グ
・
ホ
ッ
ト
セ
ブ
ン
」
と
楽
し
い
共
演
を
披
露
し
ま
す
。

　

悠
々
自
適
の
年
配
の
方
、
会
社
や
団
体
で
活
躍
し
て
い

る
方
、
そ
し
て
総
会
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
若
い
同
窓

生
の
皆
さ
ん
。
年
代
を
超
え
て
集
う
年
一
度
の
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
で
旧
交
を
温
め
、
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

会
場
に
は
会
員
の
作
品
展
示
・
頒
布
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

さ
れ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
手
で 

総
会
を
楽
し
く

第
48
回
総
会
実
行
委
員
長

【日時】６月 27 日 ( 土曜日 )
　13:15　受付開始
　14:00 〜 17:00
　総会・演奏会・懇親会

【会場】如水会館
　千代田区一ツ橋 2-1-1
　電話　03-3261-1101

【会費】8,000 円 ( 学生無料 )

地下鉄 神保町駅 下車徒歩３分
　（三田線・新宿線・半蔵門線）
地下鉄 竹橋駅 下車徒歩４分
　（東西線）

如水会館

地下鉄 神保町駅

地下鉄竹橋駅

毎日新聞

小学館

学士会館共立講堂

丸紅
首都高速

岩
井　

重
一
（
62
期 

）

　

役
員
改
選
期
の
昨
年
幹
事

長
を
選
出
で
き
ず
、
笠
井
副

会
長
が
引
き
続
き
幹
事
長
を

兼
務
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
副
幹
事
長
の
栗
山
正
雄
さ
ん
が
幹
事
長
就

任
を
内
諾
さ
れ
、
執
行
部
は
総
会
に
候
補
者
と

し
て
諮
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
栗
山
さ
ん
は
東

京
大
学
卒
業
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
勤
務
し
、 

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
野
で
活
躍
。研
修
部
長
、

電
話
局
長
な
ど
も
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

幹
事
長
就
任
に
つ
い
て
「
生
ま
れ
た
の
は
終
戦

直
後
。
戦
前
・
戦
中
派
の
諸
先
輩
と
、
戦
後
派
の

若
手
と
を
結
ぶ
良
き
懸
け
橋
に
な
り
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

栗
山
正
雄
さ
ん(

62
期)

幹
事
長
候
補
に

関東同窓会のホームページ　  http://www.h5.dion.ne.jp/~uedakant/

〒 132-0022
東京都江戸川区大杉 3-24-15
Tel&Fax 03-3652-2803

宇崎竜童さん出演
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うえだ　78 号　Ｐ２

収　　入　　の　　部
　科  　目 　予　算 　決　算 　差　額
前期繰越金 757,988 757,988 0

大会費収入 1,600,000 1,368,000 -232,000
会報広告料 250,000 250,000 0
年会費収入 1,800,000 2,092,000 292,000
会議費収入 250,000 566,000 316,000
寄付金収入 600,000 316,361 -283,639
雑収入 200,000 218,000 18,000
受取利息収入 0 648 648

　（小　計） 4,700,000 4,811,009 111,009

運営基金利息繰入 0 0 0

  　合    計 5,457,988 5,568,997 111,009

支　　出　　の　　部
　科  　目 　予　算 　決　算 　差　額
大　会　費 1,400,000 1,226,244 -173,756
会　報　費 1,050,000 1,391,405 341,405
交　通　費 200,000 126,280 -73,720
通　信　費 120,000 78,068 -41,932
会　議　費 400,000 635,289 235,289
渉　外　費 150,000 240,584 90,584
印　刷　費 20,000 135,154 115,154
事　務　費 720,000 730,289 10,289
雑    　費 50,000 60,185 10,185

   （小　計） 4,110,000 4,623,498 513,498

次期繰越金 1,347,988 945,499 -402,489

　  合  　計 5,457,988 5,568,997 111,009

 
収　　入　　の　　部

　科 　 目 21 年度予算 20 年度決算 増 減
前期繰越金 945,499 757,988 187,511

大会費収入 1,440,000 1,368,000 72,000
会報広告料 500,000 250,000 250,000
年会費収入 2,000,000 2,092,000 -92,000
会議費収入 600,000 566,000 34,000
寄付金収入 500,000 316,361 183,639
雑収入 200,000 218,000 -18,000
受取利息収入 0 648 -648
　（小 計） 5,240,000 4,811,009 428,991

0
運営基金利息繰入 0 0 0

　  合    計 6,185,499 5,568,997 616,502

支　　出　　の　　部
科  　目 21 年度予算 20 年度決算 増 減

大　会　費 1,260,000 1,226,244 33,756
会　報　費 1,400,000 1,391,405 8,595
交　通　費 200,000 126,280 73,720
通　信　費 120,000 78,068 41,932
会　議　費 700,000 635,289 64,711
渉　外　費 200,000 240,584 -40,584
印　刷　費 150,000 135,154 14,846
事　務　費 720,000 730,289 -10,289
雑　　    費 60,000 60,185 -185
　（小  計） 4,810,000 4,623,498 186,502

次期繰越金 1,375,499 945,499 430,000

　合  　計 6,185,499 5,568,997 616,502

　科　　目 前期繰越 　当　期 期末残高
運営基金 10,040,000 110,000 10,150,000
同 利 息 2,482,426 4,992 2,487,418

利息一般会計繰入 -1,700,000 0 -1,700,000
  合  　計 10,822,426 114,992 10,937,418

科　 目 金　額 科　目 金　額
現　　    金 1,187,211 次期繰越金 945,499
普 通 預 金 735,307
郵 便 振 替 934,716
特別会計から一時流用 -1,911,735
< 運営基金用 >
　　定額貯金 5,215,184 運営基金 10,937,418
　　定期預金 3,804,906
　　普通預金 5,593
一般会計へ一時流用 1,911,735

  合     計 11,882,917 　合　　計 11,882,917

2008 年 ( 平成 20 年 ) 度決算報告案　(2008 年 4 月 1 日〜 2009 年 3 月 31 日 ) 　

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

2009 年 ( 平成 21 年 ) 度予算案　(2009 年 4 月 1 日〜 2010 年 3 月 31 日 ) 　

運営基金特別勘定　（2009.3.31 現在） 一般会計・特別会計総括表（2009.3.31 現在）

普通預金：三井住友
郵便振替：新宿花園郵便局
定額貯金：新宿花園郵便局
定期預金：三井住友

▼
第
47
回
総
会
・
懇
親
会　

08
年
6
月
28
日（
土
）、

如
水
会
館
に
出
席
者
１
９
０
人
集
う
。

　

白
井
透
会
長
の
新
体
制
が
承
認
さ
れ
る
。
第
２

部
記
念
講
演
で
は
柳
沢
勝
輔
さ
ん（
53
期
）の「
私

の
エ
ベ
レ
ス
ト
」、
第
３
部
で
は
箱
山
リ
サ
さ
ん

が
出
演
。

▼
会
報
77
号　

08
年
5
月
下
旬
に
総
会
直
前
号
と

し
て
発
行
。
計
画
で
は
年
間
1
回
の
発
行
予
定

だ
っ
た
が
、
年
末
に
簡
易
版
の
会
報
を
２
０
０
０

部
発
行
。
新
年
会
案
内
の
会
報
と
し
て
、
年
会
費

な
ど
の
振
り
込
み
用
紙
を
同
封
し
て
配
布
。

▼
財
政　

年
2
回
の
会
報
発
行
・
郵
便
振
込
用
紙

の
送
付
で
単
年
度
黒
字
を
確
保
。

▼
新
年
会　

09
年
１
月
22
日
に
開
催
し
、
85
人
が

参
加
。
堀
内
泰
さ
ん
（
60
期
）
の
講
演
「
上
田
藩

の
世
直
し
騒
動
」
を
聴
く
。

▼
情
報
公
開　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
を
活
用

し
、
母
校
の
先
生
、
他
支
部
を
含
む
会
員
同
士
の

情
報
交
換
を
促
進
。

▼
母
校
と
の
関
係　

社
会
講
座
へ
講
師
派
遣
。
母

校
の
入
学
式
、
卒
業
式
に
出
席
。

▼
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ　

４
月
、
11
月
に
2
回
開
催
、

計
55
人
が
参
加
。

▼
上
田
本
部
、
関
西
、
中
南
信
、
長
野
の
各
総
会

に
参
加　

県
高
校
同
窓
連
関
係
で
は
総
会
・
新
年

会
、
東
信
地
区
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
。

２
０
０
８
年
度
会
務
報
告
案

（
08
年
４
月
１
日
〜
09
年
３
月
31
日
）

2009 年度会務計画案
（09 年４月１日〜 10 年３月 31 日）

▶第 48 回総会・懇親会　2009 年  
　6 月 27 日（土）に如水会館で開催。
　実行委員最年長の 62 期が中心に
　なってイベントを企画。
▶会報 78 号は 09 年 5 月下旬に総  
　会直前号として発行。年末年始に
　は簡易版会報を 08 年度と同様に
　発行。
▶ホームページを活用し、幹事会、
　ゴルフコンペなど各イベントの結
　果を公開。メールを使って、会員
　同士、母校・本部・他支部の会員
　と情報交換を促進。
▶母校社会講座へ講師派遣。母校
　PTA との交流。母校の入学式、卒
　業式への出席。ゴルフコンペは４
　月、11 月に開催予定。
▶上田本部、関西などの各総会に参
　加。県高校同窓連関係の総会・新
　年会に参加。
▶ 09 年 1 月 22 日開催の新年会会
　場および出欠はがきで収集したア
　ンケート結果を参考にして「同窓
　会活動の活性化」や ｢同好会の設
　立｣、「班・クラブ OB 活動情報の
　公開」について検討。
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うえだ　78号　P３

第 48回総会をみんなで盛り上げましょう！

昨年の講演会・懇親会風景

第 1部　総　会　14：00 − 14：30
　2008 年度会務報告、決算報告、監査報告、09年度会務計画案、予算案、他

第２部　懇親会　14：40 − 17：00
　バンド演奏

　（宇崎竜童＆明治大学ＯＢジャミング・ホットセブン、ゲスト：大隅寿男）

　懇親、会食（立食ビュッフェ形式）、校歌・凱歌斉唱、他

▶会場の設営や受付、総会の議
事進行などは当番期実行委員
の皆さんが協力して行ってい
ます。今年の当番期（62、67、
72、77 、82 期 ） の 方 は 午 前
11 時ごろまでに会場にお越し
ください。

　

関
東
同
窓
会
の
新
年
会
が
１
月
22

日
、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の
日
本
教
育
会

館
で
開
か
れ
た
。
例
年
、
拡
大
幹
事
会

と
あ
わ
せ
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
新

年
会
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
よ
り

多
く
の
参
加
者
に
よ
る
新
年
会
を
開
催

し
、
会
員
相
互
の
交
流
機
会
を
増
や
す

こ
と
に
し
た
。
年
末
の
簡
易
版
会
報
で

呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
85
人
と
多
く
の
参

加
が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
す
ご
し
た
。

　

今
回
は
堀
内
泰
氏
が
「
明
治
２
年
の

上
田
藩
の
世
直
し
騒
動
」
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
講
演
し
た
。

　

先
祖
に
当
事
者
が
い
る
人
も
少
な
く

な
い
郷
土
の
歴
史
に
か
か
わ
る
内
容
だ

け
に
、
参
加
者
は
興
味
津
々
、
懇
親
会

の
話
題
も
盛
り
上
が
っ
た
。
前
副
会
長

の
倉
島
彰
さ
ん
（
54
期
）
は
「
講
演
資

料
の
中
に
放
火
さ
れ
た
家
の
例
と
し
て

小
生
の
曽
祖
父
の
名
前
が
２
番
目
に
出

て
お
り
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
知
っ
て
い

た
こ
と
な
が
ら
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
し

た
」
と
の
感
想
を
寄
せ
て
い
る
。

堀
内
泰
氏(

60
期)

が
講
演
「
上
田
藩
世
直
し
騒
動
」

拡
大
新
年
会
に
85
人
参
加

堀内氏の講演に聴き入る出席者
講演する堀内泰氏

懇親会の風景 第 48回総会実行委員当番期の 62期が決意表明

　

８
月
16
日(

旧
暦)

の
夜
半
、
浦
野
組
入

奈
良
本
村
に
端
を
発
し
た
騒
動
は
17
、
18
、

19
日
と
次
第
に
勢
い
を
増
し
、
数
千
人
規
模

に
な
っ
た
。上
田
藩
に
強
訴
す
る
と
と
も
に
、

町
方
・
村
方
を
荒
ら
し
回
り
、
町
方
の
豪
商
・

富
商
宅
、
村
方
の
割
番
・
庄
屋
宅
な
ど
を
打

ち
壊
し
、
火
を
か
け
る
な
ど
空
前
の
大
騒
動

へ
と
発
展
し
た
。

　

騒
動
後
、
上
田
藩
知
事
は
農
民
の
要
求
に

沿
っ
て
様
々
な
改
革
を
実
施
し
た
。
被
害
者

へ
の
見
舞
金
・
材
木
料
の
支
給
、
農
具
代
の

貸
し
渡
し
な
ど
の
救
済
と
同
時
に
、
首
謀
者

を
検
挙
し
処
刑
・
処
罰
し
た
ほ
か
、
村
々
に

罰
金
を
科
し
た
。
最
大
の
改
革
は
、
世
襲
で

あ
っ
た
庄
屋
な
ど
の
村
役
人
を
選
挙
で
決
め

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
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大学名 09 年 08 年 07 年 大学名 09 年 08 年 07 年 大学名 09 年 08 年 07 年 大学名 09 年 08 年 07 年 大学名 09 年 08 年 07 年 大学名 09 年 08 年 07 年
旭川医科 島根 明海 1 東京家政 2 2 11 佐久 2 3 青山学院女子 1
帯広畜産 広島 1 目白 1 1 東京経済 6 4 長野 1 1 東京家政大短大 1 1
北海道 3 3 2 九州 川村学園女子 2 東京工科 1 1 諏訪東京理科 1 4 立教女学院短大 1
北海道教育 鹿児島 神田外国語 2 1 東京工芸 健康科学 1 1 東京文化短大 1
弘前 1 1 琉球 1 聖徳 1 1 東京歯科 1 山梨学院 2 大妻女子大短大
岩手 1 国立　計 164 187 183 千葉工業 1 3 東京女子 6 4 8 聖霊クリスト 1 上智短大
秋田 1 1 釧路公立 東京医療保険 2 東京女子医 1 岐阜聖徳学園 1 1 女子栄養大短大
東北 12 9 7 青森公立 1 青山学院 17 24 14 東京造型 2 1 岐阜医療科学 1 1 埼玉医科大短大
宮城教育 1 岩手県立 1 亜細亜 2 1 東京電機 2 2 2 鈴鹿医療科学 1 1 東京聖徳短大
山形 2 1 1 宮城 大妻女子 8 1 東京農業 5 8 9 常葉学園 1 昭和女子大短大
福島 1 1 群馬県立女子 1 桜美林 3 2 3 東京薬科 2 4 4 愛知学院 3 東京農業大短大 1
茨城 1 1 4 群馬県民健康科学 2 学習院 7 5 2 東京理科 15 25 32 中京 1 2 8 山野理容美容短大
筑波 7 8 8 埼玉県立 3 2 北里 8 15 7 桐朋学園 1 中部 1 2 岐阜医療技術短
宇都宮 1 2 千葉県立保健医療 1 共立女子 1 1 東邦 4 8 5 名古屋芸術 1 京都女子短大
群馬 5 3 7 首都大学東京 6 3 5 杏林 3 8 9 東洋 9 13 14 南山 武庫川女子短大
埼玉 7 9 13 横浜市立 2 2 1 国立音楽 1 二松学舎 1 日本福祉 6 私立短大　計 1 2 5
千葉 15 14 7 神奈川県立保健福祉 1 慶應義塾 13 25 19 日本 15 27 20 藤田保健衛生 2 群馬高等看護衛生
お茶の水 1 2 富山県立 1 工学院 1 1 2 日本歯科 1 長浜バイオ 1 名古屋ビューティアート
電気通信 2 1 都留文科 4 2 4 國學院 4 1 11 日本社会事業 2 京都外国語 1 1 京都栄養医療専門
東京 4 4 4 山梨県立 1 1 1 国際基督教 2 日本獣医畜産 京都産業 埼玉赤十字看護
東京医科歯科 2 高崎経済 4 6 9 国士舘 2 2 2 日本獣医生命科学 1 京都女子 1 湘央医学技術専門
東京外国語 1 2 4 前橋工科 2 2 駒澤 5 10 10 日本女子 1 5 12 京都橘女子 東放学園専門
東京海洋 2 新潟県立看護 1 実践女子 2 5 3 日本赤十字看護 1 1 同志社 4 5 4 東京モード学園
東京学芸 4 3 7 長野県看護 1 4 芝浦工業 8 15 13 文化女子 1 同志社女子 3 長野カッレッジオブキャリア 1
東京工業 2 1 静岡県立 1 1 順天堂 1 3 4 法政 16 26 31 佛教 2 日本ホテルスクール 1
東京芸術 1 石川県立 城西国際 1 星薬科 1 立命館 15 14 23 国際文化理容美容 1
東京農工 1 3 3 愛知県立 1 3 昭和 2 4 1 武蔵 2 3 龍谷 4 文化学院芸術工科
一橋 3 1 3 名古屋市立 昭和女子 2 3 2 東京都市 ( 武蔵工業 ) 1 4 11 甲南 2 新潟医療専門
横浜国立 8 6 4 奈良県立 1 昭和薬科 3 3 武蔵野 1 4 5 関西 1 1 2 長野県須坂看護専門
新潟 2 14 13 京都府立 1 上智 6 11 7 武蔵野音楽 2 2 関西医療 1 長野病院附属看護
上越教育 3 2 大阪府立 2 女子栄養 3 2 武蔵野美術 7 10 1 関西外国語 1 国立看護大学校
富山 4 6 5 兵庫県立 女子美術 2 明治 22 30 30 関西学院 1 1 9 国立長野病院看護
富山医科薬科 広島市立 1 成蹊 6 5 2 明治学院 8 9 8 近畿 2 6 長野赤十字看護 1
金沢 10 11 4 国際教養 2 成城 3 4 9 明治薬科 4 1 武庫川女子 1 長野医療技術 1
山梨 1 4 3 公立　計 29 29 29 聖心女子 1 明星 1 2 1 帝塚山 1 城西医療技術
信州 53 49 50 北海道薬科 1 聖マリアンナ医科 1 立教 6 13 12 奈良 1 諏訪赤十字看護
福井 1 3 酪農学園 1 聖路加看護 1 1 立正 2 岡山理科 1 東京工科専門
静岡 3 6 2 東北薬科 1 専修 8 15 16 早稲田 15 22 31 福岡 1 北里大保健衛生
名古屋 4 2 1 東北福祉 3 創価 7 3 5 学習院女子 1 その他 25 4 4 長野理美容専門
名古屋工業 1 1 岩手医科 拓殖 2 2 麻布 1 3 2 私立　計 370 627 646 日本工学院専門
愛知教育 2 宮城学院女子 1 玉川 4 5 2 フェリス女学院 2 4 千葉県立衛生短 大阪河崎リハビリ 1
岐阜 奥羽 1 多摩美術 2 7 2 横浜薬科 1 2 埼玉県立短大 専門学校他　計 5 6 6
三重 1 5 国際医療福祉 5 5 大東文化 2 2 長岡造形 1 川崎市立看護短大 延世大学韓国語學堂
京都 3 自治医科 2 2 大正 1 神奈川 2 1 神奈川県立外語短 1 Australia Tourlism
京都工芸繊維 群馬パース 1 中央 25 47 31 神奈川工科 4 大月短大 1 留学など　計 0 2
大阪 8 2 高崎健康福祉 3 3 津田塾 2 17 10 新潟医療福祉 1 1 1 長野県短大 3 5 就職　　　計 0 1
大阪教育 帝京平成 1 5 帝京 2 14 5 新潟薬科 1 3 3 国公立短大　計 4 1 6
神戸 2 1 埼玉医科 1 1 東海 5 7 8 金沢工業 4 3 防衛医科大学校 3
奈良教育 1 1 東京国際 1 東京医科 1 北陸 1 1 防衛大学校
奈良女子 2 1 4 東京福祉 1 東京音楽 1 金城 1 国立看護大学校
和歌山 1 城西 1 長野県工科短期大学校
愛媛 1 獨協 4 9 5 大学校　計 3 1 0
高知 獨協医科 1

文教 5 12 13
文京学院 2 2
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２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
入
試
に
お

い
て
、
本
校
現
役
生
は
国
公
立
大
学
に

１
４
１
人
が
合
格
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
き
県
内
ト
ッ
プ
の
実
績
で
、
９
学
級

か
ら
８
学
級
と
い
う
生
徒
数
減
に
も
か
か

わ
ら
ず
健
闘
し
ま
し
た
。
37
年
ぶ
り
の
快

挙
と
い
わ
れ
た
昨
年
の
１
６
４
人
に
実
数

で
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
合
格
率
で
は
昨
年

と
ほ
ぼ
等
し
い
結
果
で
す
。

　

難
関
国
立
大
（
旧
制
帝
国
大
学
７
校･

一
橋
大
学･

東
京
工
業
大
学
）に
は
現
役
、

既
卒
合
わ
せ
て
26
人
（
現
役
13
人
）、
国

立
大
学
医
学
部
医
学
科
に
は
８
人（
２
人
）

が
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
東
京
大
４
（
現
役
３
）、
北
海

道
大
３
（
１
）、
東
北
大
12
（
７
）、
一
橋

大
３
（
１
）、
名
古
屋
大
４
（
１
）
で
、

医
学
部
医
学
科
で
は
東
北
大
１
、
東
京
医

科
歯
科
大
１
、
名
古
屋
大
１
、
信
州
大
４

（
２
）、
群
馬
大
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

信
州
大
学
へ
は
53
人
（
現
役
45
人
）
が

合
格
し
、
信
大
の
合
格
者
総
数
に
占
め
る

本
校
現
役
生
の
割
合
は
首
位
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
志
願
者
の
比
較
的
多
い
大
学

で
は
千
葉
大
15
（
12
）、筑
波
大
７
（
６
）、

横
浜
国
大
８
（
５
）、
金
沢
大
10
（
７
）

と
い
う
結
果
で
す
。

　

近
年
の
合
格
者
増
加
の
背
景
を
考
え
て

み
ま
す
と
、
学
習
指
導
は
も
と
よ
り
日
常

長
野
県
上
田
高
等
学
校

進
路
指
導
主
事　

落
合　

康
隆

国公立大現役合格者 141 人　昨年に続き県内トップ
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の
清
掃
や
あ
い
さ
つ
な
ど
生
活
面
の
指
導

も
大
切
に
し
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
期
待
に

十
分
応
え
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
文
武
両
道･

自
学
自
習
の
伝
統
を
継

承
し
、
班
活
動
や
生
徒
会
活
動
な
ど
で

培
っ
た
「
い
ざ
百
難
に
試
み
む
」
と
い
う

精
神
は
、
入
試
に
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
国
公
立
大
学
の
前
期
試
験
が

終
わ
っ
た
後
も
、
ま
た
３
月
の
卒
業
式
の

翌
日
か
ら
も
多
く
の
生
徒
が
学
校
の
学
習

室
で
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
あ
り
、「
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
」
と
い
う
姿
勢
が

成
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

09
年
入
試
の
特
徴
の
一
つ
は
、
国
公
立

大
学
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

昨
年
か
ら
の
経
済
不
況
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、
私
立
大
学
専
願
者
数
、
私
大
併
願
校

数
が
減
少
し
、
私
立
大
合
格
者
数
も
減
少

に
転
じ
ま
し
た
。
今
後
の
動
向
に
注
目
し

難関国立大に26人(既卒者含む )上田高校NOW

   

郷
土
班
は
、
１
８
６
９
年
に
上
田
を

訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
Ｆ
・
Ｏ
ア
ダ

ム
ズ
が
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
送
付
し
た

報
告
書
を
翻
訳
し
、
当
時
の
上
田
周
辺

の
蚕
糸
業
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
研
究
は
、
昨
年
度
の
長
野
県
高

等
学
校
文
化
連
盟
「
人
文
・
社
会
科
学

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最
優
秀
賞
と
な
り
、

旺
文
社「
全
国
学
芸
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
も
入
選(

旺
文
社
赤
尾
好
夫
記
念
賞

受
賞)

し
ま
し
た
。

　

ま
た
３
月
に
は
、
倉
澤
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
お
薦
め
で
、
上
田
市
海
野
町
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
Ｕ
Ｄ
（
ジ
ュ
エ
リ
ー
サ
ロ
ン
・

ヤ
ジ
マ
２
階
）
で
一
般
市
民
を
対
象
に

研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子

に
つ
い
て
は
、
既
に
関
東
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
信
濃
毎
日
新
聞
３
月
15
日

付
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
発
表
を
通
じ
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
蚕
糸
業
に
と
て
も
関
心
が
深

い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
さ
す
が
に

「
蚕
都
上
田
」
で
す
。

　

こ
の
史
料
は
有
名
で
、
部
分
的
に
翻

訳
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
全
文
翻
訳
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。
19
世
紀
の
英
語
が
古
風
で
難

し
い
の
に
加
え
、
専
門
用
語
が
多

く
、
翻
訳
に
は
非
常
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
郷
土
班
員
は
根
気
よ
く
地
道

な
翻
訳
を
続
け
、
今
年
で
３
年
目
に

入
り
、
よ
う
や
く
全
体
像
が
見
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
報
告
書
の
内
容

は
興
味
深
く
、
何
よ
り
外
国
人
か
ら

見
た
上
田
の
印
象
が
、
甚
だ
好
意
的

で
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

　

翻
訳
に
併
せ
て
、
上
田
蚕
糸
株
式

会
社
・
上
田
市
立
博
物
館
・
清
水
金

左
衛
門
旧
宅
・
岡
谷
市
立
蚕
糸
博
物

館
・
宮
坂
製
糸
場(

岡
谷
市)

・
富

岡
製
糸
場
・
横
浜
開
港
資
料
館
な
ど

へ
の
見
学
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
実
地
調
査
で
も
蚕
種
や
生
糸
に

つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
今
年
度
は
付
属
文
書
と
報
告
書

追
伸
部
分
を
翻
訳
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
合
宿
所
建
設
に
と
も
な
う
上
田

高
校
校
内
遺
跡
発
掘
調
査
に
も
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　

郷
土
班
顧
問　

袮
津
宗
伸

て
い
ま
す
。

　

進
路
指
導
は
合
格
者
数
と
い
う
数
字
を
出
す
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、生
徒
一
人
一
人
の
進
路
実
現
に
向
け
て
、日
々

の
教
育
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
が
現
れ
る

と
い
う
意
味
で
、
教
職
員
一
同
、
心
を
新
た
に
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
「
社
会
講
座
」、「
卒
業
生

に
よ
る
進
路
講
演
会
」
な
ど
の
行
事
を
は
じ
め
、

物
心
両
面
に
お
い
て
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
感
謝
し
て
い
ま
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

郷土班に最優秀賞
明治初期に上田訪問の英外交官報告書を翻訳

県人文社会科学
　コンクール

アクト法律事務所
〒 107-0052
東京都港区赤坂３丁目９番 18 号
ラウンドクロス赤坂見附３階
TEL：０３−５５７０−５６７１（代表）
FAX：０３−５５７０ー５６７４

【最寄りの交通機関】
地下鉄銀座線・丸ノ内線  赤坂見附駅下車徒歩１分

岩 井 重 一 （62 期）
安 田 隆 彦
平 澤 慎 一
小 林 　 真
寺 島 英 輔

弁護士（所長）
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士

進路 現役 既卒 計
　国立大学 119 45 164
　公立大学 22 7 29

国公立大学計 141 52 193
　私立大学 165 205 370
　公立短期大学 4 0 4 5　私立短期大学 1 0 1
　文科省所管外の大学校 0 3* 3

8　専門学校など 4 1 5
　留学など 0 0 0
　就職 0 0 0 0

* 防衛医科大学校
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４
月
４
日
に

入
学
式
が
行
わ

れ
、
３
２
７
人
の

新
１
年
生
が
誕
生

し
ま
し
た
。
今
年

の
新
入
生
は
男
子

１
６
８
人
、
女
子

１
５
９
人
で
、
男

女
ほ
ぼ
同
数
に
な

り
ま
し
た
。

　

早
速
行
わ
れ
た
学
年
集
会
で

は
、
本
郷
教
頭
か
ら
上
田
高
校

生
と
し
て
の
心
構
え
、
落
合
進

路
指
導
主
任
か
ら
卒
業
生
の
進

路
結
果
と
進
路
の
考
え
方
、
塩

入
生
徒
指
導
主
任
か
ら
は
高
校

生
活
全
般
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
各
教
科
担
当
か
ら
、

高
校
で
の
学
習
方
法
に
つ
い
て

具
体
的
な
話
が
あ
り
、
短
時
間

で
し
た
が
熱
の
こ
も
っ
た
先
生

方
の
話
を
、
生
徒
た
ち
が
真
剣

に
受
け
と
め
る
密
度
の
濃
い
集

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

担
任
８
人
は
、
新
入
生
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
高
校
生
と
し

て
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
か
を
考

え
ま
し
た
。
そ
れ
を
古
代
ギ
リ

シ
ャ
風
に
、「
論
理
的
に
考
え
る

能
力
（
Ｌ
ｏ
ｇ
ｏ
ｓ
）」、「
健
全

な
生
活
習
慣
（
Ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｓ
）」、

「
情
熱
（
Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
ｏ
ｓ
）
が
人

を
突
き
動
か
す
」
の
３
つ
に
ま

と
め
、
具
体
的
に
は
「
電
源
を

切
っ
て
本
を
開
き
、
そ
し
て
考

え
よ
う
」「
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
し
よ
う
」「
本
気
に

な
れ
ば
、
世
界
が
変
わ
る
」
と

い
う
言
葉
で
表
現
し
、メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
主
催
の
対
面
式
・
班

紹
介
・
応
援
練
習
な
ど
を
通
し

て
、
先
輩
の
厳
し
い
指
導
と
温

か
な
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
、

少
し
ず
つ
上
田
高
校
生
と
し
て

の
自
覚
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

緊
張
の
中
で
の
高
校
生
活
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
ク
ラ
ス

で
の
和
や
か
な
自
己
紹
介
の
会

や
上
田
城
跡
公
園
で
の
団
子
を

ほ
お
張
っ
た
花
見
会
な
ど
を
通

し
て
、
ク
ラ
ス
の
中
に
も
次
第

に
話
し
声
や
笑
い
が
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
65
分
５
時
限
の
授

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
３
週
間
、

「
全
て
吸
収
す
る
ぞ
」
と
い
う
意

気
込
み
の
目
の
輝
き
は
続
い
て

い
ま
す
。
今
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
一
人
一
人
が
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
桜
を
見
た
い
、
上
田

城
の
花
見
に
行
き
た
い
、
と
い

う
願
い
が
か
な
っ
て
、
４
月
９

日
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
長
時
間
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
）
時
に
全
ク
ラ
ス
が
上

田
城
に
出
か
け
ま
し
た
。
昨
年

は
雨
に
泣
か
さ
れ
た
の
で
、
今

年
は
行
き
た
い
と
い
う
希
望

は
、
生
徒
は
も
と
よ
り
担
任
の

方
が
強
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
寒
の
戻
り
が
あ
っ
た
り
し

て
多
少
早
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
櫓
門
前
の
し
だ
れ
桜

は
満
開
。
天
気
が
良
く
、
生
徒

た
ち
の
団
子
を
ほ
お
張
る
笑
顔

に
ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

さ
て
、
２
年
生
に
な
り
、
講

座
編
成
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
１
年
生
の
秋
か
ら

講
座
編
成
作
業
が
始
ま
り
、
生

徒
は
自
分
の
進
路
の
方
向
性
を

さ
ぐ
り
、
お
よ
そ
の
進
路
を
選

定
し
、
そ
の
進
路
に
適
す
る
講

座
選
択
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

毎
時
間
ご
と
教
室
移
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
生
徒
は
大

変
で
す
。
休
み
時
間
、
廊
下
は

ま
だ
大
渋
滞
で
す
。
も
う
少
し

身
の
こ
な
し
が
速
く
な
ら
な
い

と
い
け
な
い
な
、
と
思
っ
た
り

し
ま
す
。
他
ク
ラ
ス
の
意
欲
的

な
生
徒
に
刺
激
を
受
け
、
や
る

気
が
出
て
き
た
と
言
う
男
子
生

徒
も
い
れ
ば
、
ク
ラ
ス
単
位
の

授
業
が
ひ
と
つ
も
な
く
て
さ
み

し
い
、
と
こ
ぼ
す
女
子
生
徒
も

い
た
り
し
ま
す
。
同
じ
進
路

希
望
を
持
つ
仲
間
と
切
磋
琢

磨
（
せ
っ
さ
た
く
ま
）
し
あ
っ

た
り
、
ク
ラ
ス
を
越
え
た
交
流

を
通
し
て
一
段
階
上
の
仲
間
づ

く
り
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

陸
上
の
三
段
跳
び
競
技
で

は
、
ホ
ッ
プ
を
や
や
小
さ
目
に

し
て
ス
テ
ッ
プ
を
伸
ば
す
と
記

録
が
伸
び
る
と
よ
く
言
わ
れ
る

よ
う
で
す
。
そ
れ
に
は
違
う
足

を
踏
み
出
し
て
い
く
時
の
腕
の

振
り
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
よ
う
で
す
が
、
ポ
ー
ン
ポ

ポ
ー
ン
の
ま
ん
中
の
ポ
が
縮
ん

で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
元
気

よ
く
腕
を
振
っ
て
、
ト
ラ
イ
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
自
分

の
今
の
課
題
は
何
な
の
か
、
何

を
目
指
し
て
力
を
振
り
絞
っ
た

ら
い
い
か
、
常
に
意
識
し
な
が

ら
、
こ
の
一
番
高
校
生
ら
し
い

時
を
真
に
謳
歌
（
お
う
か
）
し

て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

新
入
生
３
２
７
人
が
入
学

１
学
年
主
任　

竹
内
正
典

上田高校NOW

全クラスが上田城で花見
２学年主任　滝澤文浩

上田ケーブルビジョン提供

　

本
校
は
市
内
の
中
心
部
に

位
置
し
て
い
る
た
め
、
周
囲

の
建
物
の
冷
房
か
ら
出
る
熱

な
ど
に
よ
り
、
近
年
夏
場
の

教
室
内
は
異
常
に
暑
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
現
状
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
創
立
１
１
０
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
窓

会
の
ご
寄
付
に
よ
り
全
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
（
Ｈ
Ｒ
）
教
室
に

冷
房
装
置
を
設
置
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
現
在
９
校
が
Ｈ

Ｒ
教
室
に
冷
房
を
設
置
し
て

い
ま
す
す
が
、
全
Ｈ
Ｒ
設
置

は
本
校
が
初
め
て
。
こ
れ
も

同
窓
会
の
皆
様
方
の
お
力
添

え
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
設
置
工
事
は
す
べ

て
終
了
し
、
４
月
27
日
に
日

置
理
事
長
・
関
学
校
長
立
ち

会
い
の
も
と
、
校
長
室
で
引

き
渡
し
式
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
業
者
に
よ
る
試
運
転
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
日
制
教
頭　

本
郷
幸
博

全
Ｈ
Ｒ
教
室
に
エ
ア
コ
ン

県
内
初
、
同
窓
会
が
寄
付
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つ
か
っ
た
の
で
次
の
便
の
飛
行

機
に
乗
り
換
え
て
く
だ
さ
い
」。

全
員
が
「
え
ー
！
」。
仕
方
な
く

す
ご
す
ご
と
戻
っ
て
、
別
の
搭

乗
口
前
で
待
ち
ぼ
う
け
状
態
。

当
方
、
沖
縄
へ
着
い
て
か
ら
の

予
定
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

と
思
案
顔
。

　

結
果
的
に
一
般
客
を
含
め
移

動
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
１

時
間
遅
れ
の
出
発
で
済
み
、
当

日
の
首
里
城
公
園
・
佐
喜
眞
美

術
館
見
学
は
何
と
か
こ
な
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
最
初
に
平
和
祈

念
公
園
で
「
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」

の
数
少
な
い
生
き
残
り
の
一
人
、

宮
城
喜
久
子
先
生
の
講
演
を
聴

き
、
戦
没
者
の
方
々
の
冥
福
を

祈
る
た
め
、
千
羽
鶴
を
捧
げ
全

員
で
黙
と
う
し
ま
し
た
。
そ
の

後
「
糸
数
壕
」「
ひ
め
ゆ
り
平
和

祈
念
資
料
館
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
」「
イ
ル
カ
体
験
」「
海
人
体

験
」
な
ど
の
コ
ー
ス
別
体
験
後
、

「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」
で
巨
大

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
４
日
目
は
ク
ラ
ス

別
で
行
動
し
、
沖
縄
を
後
に
し

ま
し
た
。
初
日
の
飛
行
機
ト
ラ

ブ
ル
以
外
は
順
調
に
日
程
を
こ

な
し
て
無
事
帰
着
の
は
ず
で
し

た
が
、
帰
り
の
飛
行
機
も
20
分

遅
れ
と
な
り
、
チ
ー
フ
Ｃ
Ａ
の

方
が
「
往
復
と
も
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
あ
い
さ
つ
に
来
ら
れ
、

生
徒
各
自
に
ジ
ュ
ー
ス
１
本
と

い
う
お
土
産
が
付
き
ま
し
た
。

  

少
し
だ
け
話
題
が
増
え
た
修
学

旅
行
で
し
た
が
、
５
月
の
松
代

象
山
地
下
壕
見
学
か
ら
始
め
た

平
和
学
習
は
、
そ
の
成
果
を
グ

ル
ー
プ
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
り
、
学
年
集
会
で
発

表
し
た
り
と
学
習
を
積
み
重
ね
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
た
激
戦
地
、

沖
縄
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

戦
争
の
悲
惨
さ
、
命
の
尊
さ
を

実
感
で
き
、
平
和
の
大
切
さ
を

強
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

す
で
に
３
年
生
と
な
っ
た
生

徒
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

松
尾
祭
な
ど
を
目
指
し
て
班
活
・

生
徒
会
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
来

る
べ
き
受
験
に
向
け
「
試
百
難
」

の
道
を
突
き
進
み
ま
す
。

うえだ　78号　Ｐ７

　

修
学
旅
行
は
10
月
13
日
か
ら

16
日
の
３
泊
４
日
。
初
日
、
上

田
か
ら
は
８
ク
ラ
ス
が
３
本
の

新
幹
線
に
分
乗
し
て
東
京
へ
。

羽
田
か
ら
は
８
ク
ラ
ス
が
同
じ

ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
で
沖
縄
へ

出
発
の
予
定
。
と
こ
ろ
が
、
無

事
全
員
が
機
内
に
着
席
し
て
い

ざ
出
発
、
そ
し
て
お
弁
当
の
は

ず
が
、
離
陸
後
に
あ
る
は
ず
の

「
機
長
の
挨
拶
」
が
な
ぜ
か
離
陸

前
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
油
圧
系
統
の
ト
ラ
ブ
ル
が
見

戦
争
知
り
、
平
和
学
習
に
生
か
す

３
学
年
主
任　

高
沢
茂
喜

沖
縄
へ
修
学
旅
行

　

現
在
、
弓
道
班
は
２
年
生(

男
子
12

人
、
女
子
6
人)

と
３
年
生(

男
子
13

人
、
女
子
3
人)

の
34
人
で
、
全
国
大

会
出
場(

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、選
抜
大
会)

を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得
の
流

れ
は
、
東
信
新
人
戦(

男
女
各
上
位
12

チ
ー
ム
が
県
大
会
出
場)

→
県
新
人
戦

(

男
女
各
上
位
約
20
チ
ー
ム
が
選
抜
大

会
出
場)

→
選
抜
大
会
県
予
選(

男
女

各
優
勝
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
出
場)

と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

県
選
抜
大
会
は
前
年
度
、
上
田
東
高

校
が
優
勝
し
て
い
ま
す
。
現
３
年
生
男

子
は
こ
の
と
き
大
会
補
助
員
と
し
て
大

会
運
営
に
か
か
わ
っ
て
上
田
東
の
優
勝

を
見
て
お
り
、
全
国
大
会
に
出
た
い
と

い
う
思
い
を
強
く
し
た
よ
う
で
す
。
従

来
か
ら
射
形
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、

加
え
て
３
人
四
ツ
矢
で
12
射
９
中
以
上

的
中
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
練
習

し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
6
日
に
全
国
選
抜
大
会
へ

の
出
場
が
決
ま
り
、
こ
と
し
3
月
21
、

22
日
に
静
岡
県
で
開
か
れ
た
大
会
ま
で

の
間
は
、
私
が
３
年
生
担
任
と
い
う
こ

と
も
あ
り
十
分
指
導
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
前
回
の
様
子
を
上
田
東
の
顧
問

の
先
生
か
ら
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
対
策
を
立

て
て
臨
み
ま
し
た
。

　

21
日
の
予
選
は
予
定
時
刻
よ
り
遅
れ

て
、
男
子
団
体
が
始
ま
り
ま
し
た
。
選

手
３
人
の
後
ろ
で
監
督
と
し
て
試
合
を

見
守
り
ま
し
た
が
、
選
手
は
緊
張
し
て

お
り
、
矢
を
持
つ
手
の
震
え
が
矢
羽
が

動
く
こ
と
で
分
か
り
ま
し
た
。
結
果
は

残
念
な
が
ら
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た

が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
５
月
16
―

17
日
の
東
信
大
会
に
向
け
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

男
子
団
体
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
県
予

選
で
優
勝
で
き
る
力
を
つ
け
つ
つ
あ
り

ま
す
。
女
子
は
人
数
が
少
な
く
１
チ
ー

ム
し
か
組
め
ま
せ
ん
が
、
県
大
会
に
出

場
で
き
る
的
中
を
出
し
て
い
ま
す
。
全

国
大
会
出
場
で
弓
道
班
に  

「Yes, w
e 

can. W
e can believe in. 

」
と
自
信

が
出
て
き
た
の
が
大
き
な
収
穫
で
し

た
。

弓道班、全国選抜大会に出場　弓道班顧問　小林博正
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関
東
同
窓
会
唯
一
の
同
好
会
活
動
で
あ
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、

昨
秋
と
今
春
の
２
回
開
催
さ
れ
た
。
第
11
回
コ
ン
ペ
は
08
年
11
月

19
日
、取
手
国
際
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
。
27
人
の
参
加
の
な
か
、

常
連
の
実
力
者
、
倉
見
英
一
さ
ん
（
55
期
）
が
ネ
ッ
ト
65
（
７
ア

ン
ダ
ー
）
と
い
う
快
ス
コ
ア
で
優
勝
し
た
。
当
日
は
コ
ー
ス
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
３
位
ま
で
は
ア
ン
ダ
ー

パ
ー
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
と
な
っ
た
。

　

第
12
回
大
会
（
写
真
）
は
09
年
４
月
２
日
、
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
川
間
コ
ー
ス
を
舞
台
に
し
て
、
過
去
最
多
の
38
人
が
参
加

し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
優
勝
は
、
ハ
ン
デ
ィ
に
も

ゴルフコンペ

恵
ま
れ
た
小
林
宏
行
さ
ん
（
59
期
）
が

ネ
ッ
ト
74
・
４
で
獲
得
す
る
。
今
回
初

め
て
期
別
対
抗
戦
も
行
わ
れ
、
５
人
以

上
参
加
の
４
期
（
チ
ー
ム
）
に
よ
っ
て

争
わ
れ
た
が
、
初
出
場
の
多
い
63
期
の

圧
勝
と
な
っ
た
。

　

上
は
48
期
か
ら
下
は
69
期
ま
で
、
世

代
を
超
え
た
交
流
は
ゴ
ル
フ
な
ら
で
は

の
も
の
。
02
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
も
、
こ
れ
ま
で
に
80
人
ほ
ど

の
人
が
参
加
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま

す
の
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　

次
回
は
10
月
下
旬
ご
ろ
に
開
催
予

定
。
初
め
て
の
人
も
歓
迎
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
同
好
会
幹
事　

上
原
昇
（
65
期
）

　

上
田
高
校
野
球
班
は
こ
の
４
月
か

ら
、
西
澤
俊
一
先
生(
82
期)
を
新
監

督
に
迎
え
ま
し
た
。
長
年
の
願
望
で

あ
っ
た
初
め
て
の
Ｏ
Ｂ
監
督
で
す
。
筑

波
大
学
で
強
打
の
右
翼
手
と
し
て
87
年

の
首
都
大
学
リ
ー
グ
で
初
優
勝
。
明
治

神
宮
野
球
大
会
で
も
初
優
勝
（
秋
の
大

学
日
本
一
）
し
、
台
湾
遠
征
の
日
本
代

表
に
選
抜
さ
れ
て
大
活
躍
す
る
な
ど
華

麗
な
経
歴
の
持
主
で
す
。

　

卒
業
後
は
野
球
部
の
部
長
、
監
督
を

県
下
３
校
で
計
19
年
。
昨
春
来
、
母
校

野
球
班
顧
問
を
勤
め
、
晴
れ
て
監
督
と

な
ら
れ
ま
し
た
。「
晴
れ
て
」
と
記
し

た
の
は
、
監
督
と
し
て
「
母
校
を
甲
子

園
に
出
場
さ
せ
た
い
」
が
彼
の
念
願

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
母
校
は
57
年
に
甲

子
園
初
出
場
、
30
年
後
の
87
年
に
２
回

目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
２
回

目
の
年
は
奇
し
く
も
、
そ
ん
な
強
い
願

望
を
抱
く
彼
が
大
学
野
球
日
本
一
の
一

員
と
な
っ
た
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

前
任
の
松
本
深
志
高
校
で
は
、
当
時

の
校
長
、
藤
本
光
世
先
生
か
ら
貴
重
な

薫
陶
を
受
け
ら
れ
た
由
。
藤
本
先
生
の

信
念
と
す
る
「
教
育
は
環
境
整
美
」
の

一
環 

、
ト
イ
レ
掃
除
で
の 

「
清
掃
主

任
」
は
西
澤
先
生
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

藤
本
先
生
の
上
田
高
校
転
任
時
に
は
、

２
人
で
深
志
高
校
の
ト
イ
レ
を
全
部
ピ

カ
ピ
カ
に
さ
れ
た
と
も
。

　

こ
の
話
に
は 「
続
き
」
が
あ
り
ま
す
。

去
る
５
月
２
日
の
春
季
北
信
越
高
校
野

球
大
会
予
選
、
宿
敵
丸
子
修
学
館
戦
に

勝
利
し
て
母
校
監
督
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

戦
を
飾
っ
た
日
の
こ
と
。
朝
、
先
生
は

体
育
館
前
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
が

き
れ
い
に
磨
か
れ
て
い
る
の
に
気
付
き

ま
す
。
試
合
後
、
３
年
生
レ
ギ
ュ
ラ
ー

が
清
掃
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
と
聞
い

て
、
今
日
の
勝
利
は
そ
の
「
ご
褒
美
」

だ
と
し
て
選
手
を
褒
め
た
そ
う
で
す
。

そ
の
指
導
姿
勢
は
藤
本
―
西
澤
師
弟
コ

ン
ビ
に
よ
る
「
ヤ
ル
気
＝
自
主
性
」
を

引
き
出
す(Educate)

教
育
の
具
現
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

今
春
の
選
抜
甲
子
園
大
会
は
、
ご
存

知
の
通
り
長
崎
県
立
清
峰
高
校
が
優
勝

し
ま
し
た
。
同
校
は
06
年
に
選
抜
初
出

場
し
、
い
き
な
り
決
勝
ま
で
進
出
し
た

も
の
の
、
横
浜
高
校
に
０
対
21
と
一
蹴

さ
れ
ま
し
た
。
準
優
勝
な
が
ら
「
悔
し

さ
と
惨
め
さ
」
は
拭
え
な
か
っ
た
と
い

う
吉
田
監
督
は
、
こ
の
記
録
的
大
敗
を

今
回
見
事
に
雪
辱
し
ま
し
た
。
彼
は

た
っ
た
３
年
の
間
に
こ
れ
だ
け
の
こ
と

を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

聞
け
ば
、
毎
日
の
練
習
は
２
時
間
前

後
、
県
外
か
ら
の
多
数
の
入
学
志
望
者

を
一
切
断
り
、
県
内
、
そ
れ
も
地
元
生

徒
優
先
の
チ
ー
ム
で
の
快
挙
と
か
。
同

じ
県
立
の
上
田
高
校
に
も
で
き
な
い
は

ず
は
な
い
と
思
わ
れ
、
大
い
に
参
考
に

な
り
、
励
み
に
も
な
り
ま
す
。

　

西
澤
監
督
に
は
、
伝
統
の
「
文
武
両

道
と
試
百
難
」、 「O

ne for all, All for 

one

」
と
い
う
精
神
と
、
大
学
で
学
ば

れ
た
人
間
工
学
に
基
づ
く
科
学
的
合
理

野
球
を
融
合
一
体
化
し
、
母
校
同
窓
生

の
待
望
久
し
い
「
３
度
目
の
甲
子
園
」

の
早
期
実
現
を
期
待
し
ま
す
。

　

現
在
の
野
球
班
は
59
人
の
大
所
帯
。

顧
問
が
安
藤
慎
一
先
生(

78
期･

弓
道

班)

、
部
長
は
加
藤
尚
也
先
生(

78
期

･

野
球
班)

。
コ
ー
チ
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
過
去
三
十
数
年
間
、
日
々
ノ
ッ
ク

を
振
る
う
相
沢
敏
夫
さ
ん(

59
期･

野

球
班)

と
い
う
布
陣
。
前
部
長
、
監
督

と
し
て
、
７
年
間
に
わ
た
り
ご
指
導
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
内
田
清
隆
先
生

は
、
こ
の
４
月
か
ら
上
田
東
高
に
異
動

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

上
田
球
友
会
会
長　

　
　
　
　
　
　
　

成
田
邦
夫(

56
期)

新
監
督
に
西
澤
俊
一
氏

野
球
班
待
望
の
Ｏ
Ｂ
監
督
誕
生

　　ノックする西澤新監督と「試百難」の横断幕　　（写真提供　藤本光世前校長）
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１
９
４
８
年
創
部
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

班
は
昨
年
60
周
年
を
迎
え
、
11
月
に
飯

田
橋
の
ホ
テ
ル
で
記
念
総
会
を
開
催
、

現
役
大
学
生
16
人
を
含
む
Ｏ
Ｂ
63
人

（
48
～
106
期
）
が
参
集
。
同
じ
釜
の
飯

を
食
っ
た
も
の
同
士
が
ひ
た
す
ら
ボ
ー

ル
を
追
い
、
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
を
狙
っ

た
青
春
の
日
々
の
話
に
花
を
咲
か
せ

た
。あ
の
シ
ュ
ー
ト
が
入
っ
て
い
た
ら
、

ラ
イ
ン
ク
ロ
ス
が
な
か
っ
た
ら
、
反
則

を
取
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
だ
ま
さ
れ
て

入
部
し
た
、だ
ま
し
て
入
部
さ
せ
た
‥
。

各
人
各
様
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
皆

Ｈ
Ｂ
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
た
面
々
で

あ
る
。

　

51
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
Ｉ
Ｈ
）
初

出
場
を
皮
切
り
に
、
52
年
に
国
体
初
出

場
（
信
越
5
県
大
会
優
勝
が
出
場
条

件
）、
54
、
57
年
と
Ｉ
Ｈ
ベ
ス
ト
8
、

58
年
国
体
で
4
位
に
な
る
な
ど
、
上
田

ハ
ン
ド
は
全
国
区
に
な
っ
た
。
64
年
に

は
実
績
が
買
わ
れ
第
15
回
Ｉ
Ｈ
が
上
田

で
開
催
さ
れ
た
。開
催
地
の
気
負
い
か
、

前
評
判
通
り
の
実
力
を
発
揮
で
き
ず
16

位
に
終
わ
っ
た
が
、
松
代
地
震
真
っ
た

だ
中
の
会
期
中
を
通
し
て
、
泊
り
込
み

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
警
備
、
整
備
、
ラ
イ
ン

ズ
マ
ン
な
ど
、
上
田
Ｏ
Ｂ
が
総
力
で

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。

　

そ
し
て
、
中
島
恒
夫
先
生
（
61
―
79

年
、
体
育
）
率
い
る
上
田
ハ
ン
ド
全
盛

時
代
へ
。

　

来
賓
ご
出
席
の
先
生
の
弁
。「
監
督

と
し
て
の
18
年
間
に
全
国
の
ひ
の
き
舞

台
へ
13
回
駒
を
進
め
、
う
ち
全
国
ベ
ス

ト
8
が
5
回
（
他
、
複
数
回
の
北
信
越

大
会
優
勝
、
国
体
4
位
な
ど
）
の
戦

績
。
さ
れ
ど
、
懸
案
の
ベ
ス
ト
8
の
壁

が
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
」。

先
生
は
身
長
１
６
０
㌢
足
ら
ず
だ
が
、

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
全
身
は
バ
ネ
。

ど
で
か
い
声
で
部
員
を
鼓
舞
し
て
く
れ

る
熱
血
漢
で
あ
っ
た
。
先
生
赴
任
時
の

部
員
は
わ
ず
か
4
人
。
監
督
就
任
の
お

願
い
に
伺
っ
た
職
員
室
で
「
現
在
部
員

は
何
人
？
」。
し
ば
し
沈
黙
後
の
返
答

に
眉
を
し
か
め
、
困
惑
し
た
先
生
の
様

相
が
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

先
生
の
監
督
と
し
て
の
初
仕
事
は
部

員
勧
誘
か
ら
。
そ
れ
か
ら
2
年
後
の
上

田
開
催
Ｉ
Ｈ
ベ
ス
ト
16
か
ら
快
進
撃
が

始
ま
っ
た
。
な
ぜ
当
時
は
そ
れ
ほ
ど
に

強
か
っ
た
の
か
。
熱
血
先
生
や
、
芝
工

大
の
国
内
連
勝
記
録
監
督
の
Ｎ
先
輩
ら

草
創
期
先
輩
を
筆
頭
に
、多
く
の
Ｏ
Ｂ
、

現
役
大
学
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
先
端
的
な
プ

レ
ー
指
導
の
お
か
げ
と
誇
ら
し
い
話
が

つ
き
な
い
。
先
生
の
転
勤
後
は
、
85
年

の
Ｉ
Ｈ
出
場
を
最
後
に
陰
り
が
現
れ
、

以
後
95
年
に
Ｉ
Ｈ
出
場
を
果
た
し
た
だ

け
で
あ
る
。
現
在
、
母
校
の
Ｈ
Ｂ
班
は

男
女
合
わ
せ
て
50
人
強
。
05
年
創
設
の

女
子
部
が
今
年
の
長
野
県
総
合
選
手
権

大
会
（
参
加
33
チ
ー
ム
）
に
優
勝
。
夏

の
Ｉ
Ｈ
出
場
も
十
分
射
程
に
。

　
「
現
役
の
全
国
大
会
出
場
は
う
れ
し

か
っ
た
が
、
顧
問
と
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
奉
加

帳
行
脚
で
は
、
Ｈ
Ｂ
と
は
何
か
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
だ
っ
た
な
あ
」

と
、
そ
の
大
変
さ
も
懐
か
し
い
思
い
出

と
し
て
、
先
輩
諸
氏
か
ら
異
口
同
音
に

聞
か
れ
た
総
会
で
も
あ
っ
た
。

　

久
方
ぶ
り
に
こ
ん
な
話
題
で
盛
り
上

が
る
日
は
近
い
か
も
と
、
大
い
に
期
待

が
膨
ら
む
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
期　

Ｔ
記

　

昨
年
10
月
12
日
、
東
京
有
明
の
Ｂ
ｕ

ｍ
ｂ
に
お
い
て
、
長
野
県
４
高
校
（
長

野
、
松
本
深
志
、
諏
訪
清
陵
、
本
校
）

Ｏ
Ｂ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
対
抗
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
79
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
１

回
開
催
し
、
昨
年
で
31
回
を
迎
え
た
今

大
会
で
、
本
校
は
大
差
の
３
戦
全
勝
で

見
事
に
優
勝
を
飾
る
と
と
も
に
、
５
連

覇
の
偉
業
も
併
せ
て
達
成
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
班
Ｏ
Ｂ
会
長
の
関
田

了
先
輩
（
69
期
）
が
上
田
か
ら
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
10
人
弱
。
平
均
年
齢
は

優
に
40
歳
を
越
え
て
い
ま
し
た

が
、
動
き
は
他
校
に
は
負
け
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
頭
で
描
い
た
イ

メ
ー
ジ
と
実
際
の
動
き
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
い
の
は
事
実
で
す
が
、

そ
れ
で
も
３
点
シ
ュ
ー
ト
だ
っ

て
、
ま
だ
ま
だ
決
ま
り
ま
す
よ
！

近
年
４
校
共
通
し
て
参
加
者
の
減

少
と
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
母
校
の
名
誉
の
た
め

真
剣
勝
負
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
展
開
し
ま

し
た
。

　

試
合
後
の
夜
は
４
校
そ
ろ
っ
て
の
宴

会
と
な
り
、
校
歌
と
凱
歌
を
高
ら
か
に

歌
い
、楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
で
各
校
の
優
勝
回
数
は
、
本
校
が

15
回
で
ト
ッ
プ
に
な
り
、
長
野
高
校
の

14
回
を
抜
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
初
期
の
こ
ろ
は
、
参
加
者
と

そ
の
家
族
も
合
わ
せ
る
と
１
０
０
人
以

上
も
集
ま
り
、
大
会
前
に
練
習
を
行
っ

て
臨
ん
だ
ほ
ど
、
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま

し
た
。
５
回
ご
と
に
記
念
大
会
と
し

て
、
地
元
で
現
役
対
抗
戦
を
加
え
て
開

催
し
て
お
り
、
第
15
回
（
92
年
）
大
会

は
、
当
時
新
装
と
な
っ
た
上
田
高
体
育

館
に
て
開
催
し
、
本
校
だ
け
で
も
50
人

近
く
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
ア

ン
フ
ィ
ニ
東
京
か
ら
引
退
し
た
ば
か
り

の
武
田
恵
君（
83
期
）の
華
麗
な
プ
レ
ー

は
、
参
加
者
全
員
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
50
歳
過
ぎ
た
小

生
が
い
ま
だ
に
正
選
手
の
あ
り
さ
ま
は

残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
清
水
順
三

君
（
76
期
）、
宮
原
一
男
君
（
79
期
）、

稲
垣
敬
太
郎
君
（
83
期
）
に
は
長
年
幹

事
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

若
い
Ｏ
Ｂ
諸
君
ら
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
と
も
か
つ
て
の
よ

う
な
盛
会
を
再
現
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
も
秋
に
開
催
予
定
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

関　

博
明（
72
期
）

創
部
60
周
年
記
念
総
会

県
４
校
対
抗
戦
で
５
連
覇

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
班
Ｏ
Ｂ
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
Ｏ
Ｂ
63
人
が
参
加
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上
田
中
学
校
・
上
田
松
尾
高
等
学

校
・
上
田
高
等
学
校
で
柔
道
が
始
め
ら

れ
た
の
は
１
９
０
５
年
（
明
治
38
年
）

６
月
に
初
代
師
範
、
木
下
一
助
先
生
が

着
任
さ
れ
た
時
か
ら
と
い
う
。
以
来
、

多
く
の
生
徒
が
精
進
と
鍛
錬
を
重
ね
、

１
９
３
０
年
に
は
柔
道
を
修
め
た
者
が

主
力
と
な
っ
て
「
柔
和
会
」
が
発
足
し

た
。
当
時
の
師
範
で
、
母
校
の
大
先
輩

で
も
あ
ら
れ
た
依
田
誠
先
生
が
初
代
会

長
に
就
か
れ
、
79
年
と
い
う
歴
史
を

誇
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
会
は
時
代
と
と
も
に
そ
の

要
請
に
応
え
多
数
の
俊
才
を
輩
出
し
て

国
家
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。

　

31
年
に
は
日
本
伝
講
道
館
柔
道
の
創

始
者
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
ご
来
臨
を
仰

ぎ
、
柔
道
の
精
神
に
つ
い
て
の
講
話
を

賜
る
と
と
も
に
、「
柔
和
会　

帰
一
斉
」

と
直
筆
大
書
さ
れ
た
わ
が
国
に
た
っ
た

一
つ
し
か
な
い
自
慢
の
会
旗
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
こ
の
旗
の
も
と
で
会
員
の

き
ず
な
は
強
く
結
ば
れ
、
輝
か
し
い
伝

統
が
和
や
か
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の

は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

礼
に
始
ま
り
礼
に

終
わ
る
と
い
う
日
本

の
武
道
「
柔
道
」
を

と
も
に
学
ん
だ
わ
れ

わ
れ
が
少
年
の
日
か

ら
今
に
至
る
ま
で
懐

か
し
く
も
歌
い
続
け

て
い
る
柔
道
班
（
部
）

歌
を
こ
こ
に
載
せ
、

多
く
の
仲
間
た
ち
を

し
の
び
、
思
い
を
は

せ
て
み
た
い
。

柔
和
会
５
代
会
長　

柳
澤
廣
（
44
・
５
期
）
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「
上
田
高
校
剣
道
班
Ｏ
Ｂ
会
」
は
93
年
、
上
中
・

松
尾
・
上
田
３
代
の
剣
道
班
出
身
者
を
も
っ
て
故
大

石
治
先
生
（
41
期
）
を
会
長
に
迎
え
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
60
年
の
全
国
大
会
出
場
を
機
に
、
Ｏ
Ｂ
を
中

心
に
剣
道
班
へ
の
後
援
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
後
援
会
を
発
展
的
に
改
組
し
、
従
来
か
ら

の
後
援
活
動
に
Ｏ
Ｂ
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
も

目
的
に
加
え
て
、
こ
の
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
剣
道
班
Ｏ
Ｂ
会
は
現
役
生
へ
の
支
援
活
動

を
は
じ
め
、
年
1
回
の
総
会
・
親
睦
会
、
現
役
生
同

士
の
大
会
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
会
員
と
の
合
同
稽
古
、
会
報

の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
会
の
16
年
の
歩
み
の
中
か
ら
特
筆
す
べ
き
こ

と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

97
年
に
は
、
戦
後
初
代
顧
問
の
故
横
谷
和
光
先
生

の
奥
様
か
ら
の
ご
芳
志
に
よ
り
、
半
田
孝
淳
氏
（
34

期
、現
天
台
宗
座
主
）の
筆
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
会
旗「
剣
友
」

を
作
製
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
03
年
に
は
、
故

宮
下
力
先
輩
（
38
期
）
の
奥
様
か
ら
の
ご
芳
志
に
よ

り
、
優
勝
杯
を
購
入
し
て
現
役
生
同
士
に
よ
る
「
宮

下
杯
争
奪
勝
ち
抜
き
戦
」
の
名
称
で
第
１
回
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

06
年
に
は
、
上
田
高
校
剣
道
班
が
戦
後
の
創
部
50

周
年
を
迎
え
た
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。「
剣
道

の
本
物
の
技
を
見
た
い
」
と
の
願
い
か
ら
、
警
視
庁

の
原
田
悟
氏
（
05
年
度
全
日
本
剣
道
選
手
権
優
勝

者
）、
内
村
良
一
氏
（
06
年
度
優
勝
者
）
を
招
い
て
，

模
範
稽
古
を
し
て
い
た
だ
き
、「
剣
道
の
本
物
を
知

り
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
警
視
庁
剣
道
指
導
室
主

席
師
範
の
梯
正
治
先
生
の
講
義
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。ま
た
、こ
の
機
会
に
も
故
依
田
嘉
人
先
輩（
32
期
）

の
ご
遺
族
よ
り
多
大
な
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
、
太
鼓

を
購
入
し
て
現
役
生
に
送
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

剣
道
班
Ｏ
Ｂ
会　

阿
部
祐
之（
56
期
）

　
　

上
田
高
校
柔
道
班
班
歌

一
、  

東
浅
間
の
山
遠
く
一
風
秋
を
も
た
ら
し
て

　
　

真
田
が
丘
の
丘
の
上
に
紅
葉
燦
と
輝
け
ば

　
　

紅
の
血
は
高
な
り
て
八
百
の
胸
た
ぎ
り
ゆ
く

二
、
清
き
歴
史
は
積
も
り
越
し
齢
は
す
で
に
二
十
五
の

　
　

過
ぎ
来
し
関
を
見
返
れ
ば
柔
の
教
の
跡
遠
く

　
　

竜
攘
の
音
鳴
り
ひ
び
き
虎
博
の
音
は
絶
え
ざ
る
を

三
、
信
山
の
秋
更
け
ゆ
け
ば
松
尾
城
下
の
鬨
の
声

　
　

壮
士
白
衣
の
肌
寒
く
城
頭
松
に
声
あ
り
て

　
　

鉄
腕
を
撫
す
益
良
男
が
首
途
の
曲
ぞ
胸
に
泌
む

四
、
狂
風
地
を
捲
き
襲
い
来
て
こ
こ
に
乱
る
る
晴
れ
戦

　
　

雷
鼓
と
ど
ろ
き
風
は
な
り
断
雲
乱
れ
と
ぶ
所

　
　

上
中
の
旗
高
く
し
て
敵
影
す
で
に
後
に
な
し

五
、
穹
窿
高
く
雲
晴
れ
て
蒼
鷹
一
羽
空
に
舞
う

　
　

二
十
余
年
の
覇
図
の
跡
一
筋
し
ろ
く
輝
き
て

　
　

身
に
負
う
務
思
ふ
時
夕
日
の
色
は
燃
ゆ
る
哉

歌
い
継
が
れ
る
柔
道
班
歌

「
柔
和
会
」
79
年
の
歴
史
誇
る

剣道班OB会 16年の歩み
　

従
来
、
化
学
班
単
独
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し

て
開
催
し
て
い
た
親
睦
会
を
、
今
回
か

ら
「
理
科
系
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
」
に
発

展
さ
せ
て
昨
年
の
８
月
24
日「
塩
梅（
あ

ん
ば
い
）
銀
座
店
」
で
開
催
し
た
。
化

学
班
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
通
算
す
る
と
第
４
回

目
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
清
水
周
恩
師
（
47
期　

化

学
）、物
理
班
か
ら
は
丸
山
瑛
一
（
51
）、

濱
村
邦
夫
（
56
）、　

化
学
班
か
ら
は　

大
塚
教
夫
（
53
）、
児
玉
三
明
（
56
）、

大
塚
訓
喜
（
57
）、
矢
嶋
瑞
夫
（
58
）、

髙
橋
福
幸
（
58
）、
萩
原
清
人
（
59
）、

木
下
嶺
夫
（
59
）、
生
物
班
か
ら
は   

堀
内
忠
久
（
53
）
の
各
氏
で
計
11
人
。

　

最
初
に
故
大
野
和
男
前
会
長（
56
期
）

に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
大
塚
現
会

長
に
「
還
暦
を
迎
え
た
半
導
体
」
の
小

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
講

演
の
話
題
か
ら
懇
親
に
入
り
和
気
あ
い

あ
い
な
異
業
種
交
流
会
と
な
っ
た
。
参

加
者
の
中
に
は
博
士
（
医
学
・
理
学
・

工
学
・
農
学
）
が
５
人
も
い
た
の
で
高

度
な
話
題
も
出
て
、
さ
す
が
に
上
田
高

校
理
科
系
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

今
回
は
残
念
な
が
ら
地
学
・
天
文
班

と
写
真
班
の
参
加
者
が
い
な
か
っ
た

が
、
次
回
か
ら
ぜ
ひ
参
加
願
い
た
い
。

こ
れ
ら
の
班
に
少
し
で
も
在
籍
し
た
人

は
幹
事
長
（
髙
橋
福
幸
）
ま
で
連
絡
願

い
ま
す
。
今
年
の
開
催
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。
今
年
は
地
学
・
天
文
班
Ｏ
Ｂ

の
方
の
参
加
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
で
は
絶
対
に
会
え
な
い
高
名
な
先

輩
た
ち
と
気
楽
に
懇
談
で
き
、
現
役
会

社
員
や
学
生
の
皆
さ
ん
も
大
変
た
め
に

な
り
ま
す
。

連
絡
先
：
高
橋
福
幸
（
58
期
）

yoshiyuki-taka@
m

te.biglobe.ne.jp

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

046-285-1086

「
理
系
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
」
開
催
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昨
年
、
還
暦
を
迎
え
た
64
期
の
女
性

た
ち
が
第
２
の
人
生
を
過
ご
す
に
あ
た

り
、
気
軽
に
交
流
で
き
る
よ
う
、
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た
。
交
流

第
１
番
目
の
企
画
と
し
て
、
中
山
道
を

歩
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

お
江
戸
日
本
橋
を
出
発
し
て
、
京
都

三
条
大
橋
ま
で
の
５
３
３
㌔
を
昔
の
旅

人
は
約
15
日
で
歩
い
た
と
い
い
ま
す
。

逆
算
す
る
と
、
１
日
約
35
㌔
。
私
た
ち

の
旅
は
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
、
電
車
な

ど
も
利
用
し
て
、
中
山
道
の
名
所
旧
跡

や
69
宿
を
訪
ね
る
も
の
で
す
。

　

第
１
回
は
４
月
25
日
、
雨
の
中
を
日

本
橋
・
道
路
元
標
に
集
合
し
、
旅
が
始

ま
り
ま
し
た
。
三
越
百
貨
店(

越
後
屋)

前
か
ら
、
日
本
橋
室
町
を
通
り
、
神
田

へ
。
神
田
明
神
に
お
参
り
す
る
予
定
が
、

合
格
祈
願
の
メ
ッ
カ
・
湯
島
天
神
に
旅

の
無
事
を
お
願
い
し
、
本
郷
通
り
を
歩

い
て
東
大
の
赤
門(

加
賀
藩
邸
表
門)

へ
。
さ
ら
に
白
山
通
り
を
通
り
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
と
し
て
賑
わ
う
巣
鴨

へ
。
こ
こ
で
と
げ
ぬ
き
地
蔵
に
水
を
か

け
て
、
頭
、
胸
、
腰
、
ひ
ざ
を
ふ
き
清

め
て
無
病
息
災
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
旧
中
山
道
」
の
標
識
を
頼
り
に
、

ひ
た
す
ら
歩
い
て
「
こ
れ
よ
り
板
橋
宿
」

の
看
板
を
発
見
。
板
橋
宿
は
、
中
山
道

第
１
番
目
の
宿
場
。
今
で
も
宿
場
の
面

影
が
残
る
だ
け
で
な
く
、
商
店
街
と
し

て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

宿
の
中
央
を
流
れ
る
石
神
井
川
に
は
名

の
由
来
で
あ
る
板
の
橋
が
復
元
し
て
架

け
ら
れ
、
た
も
と
に
は
「
日
本
橋
か
ら

十
粁
六
百
四
十
二
米
・
距
日
本
橋
二
里

二
十
五
町
三
十
三
間
」
の
標
識
が
立
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
山
道
は
こ
の
先
の
荒
川
を
舟
で
渡

り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
電
車
で
通
過
し
、

第
１
回
の
旅
は
こ
こ
で
終
わ
り
に
し
ま

し
た
。

　

第
２
回
は
６
月
７
日
、
蕨
宿
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
64
期
の
女
性
が
歩
く
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
く
れ
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
参
加
は
可
能
で
す
。
希
望
の
方

は
、「
中
山
道
の
旅
希
望
」
と
し
て
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

清
水yaeharak@

jcom
.hom

e.ne.jp

中
山
道
69
次
を
歩
く

切
な
リ
ー
ド
で
、
で
こ
ぼ
こ
の
砂
利

の
地
面
に
段
ボ
ー
ル
や
シ
ー
ト
を
敷

い
て
く
れ
た
。
座
布
団
ま
で
用
意
し

て
あ
っ
た
の
で
、
女
性
陣
に
は
好
評

だ
っ
た
。

　

06
年
10
月
に
「
エ
ク
シ
ブ
軽
井

沢
」
で
、
高
校
卒
業
50
周
年
記
念
総

会
を
開
催
し
、
女
性
８
人
を
含
む
90

人
が
参
加
し
た
。
こ
の
と
き
、「
上

田
で
花
見
会
を
や
ろ
う
」
と
い
う
話

が
ま
と
ま
り
、
翌
年
に
は
上
田
城
跡

公
園
で
第
１
回
の
花
見
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
時
、
小
山
盛
夫
会
長
を
は

じ
め
、
植
樹
実
行
委
員
長
の
岡
崎
光

雄
氏
が
中
心
と
な
っ
て
、
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
１
本
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
２
本
を

公
園
内
に
植
樹
し
た
。
幹
事
の
春
日

勇
治
郎
、
柄
沢
衛
、
小
林
連
司
各
氏

や
関
東
役
員
の
市
河
富
弘
、
倉
島
彰

両
氏
も
植
樹
に
協
力
し
た
が
、
大
変

な
苦
労
だ
っ
た
と
い
う
。

　

花
見
の
席
に
は
、
お
で
ん
、
や
き

と
り
、
お
や
き
、
季
節
の
山
菜
天
ぷ

ら
、
塩
田
産
米
の
お
に
ぎ
り
、
漬
け

物
、
焼
き
そ
ば
、
ビ
ー
ル
、
酒
、
焼

酎
な
ど
が
出
さ
れ
、
満
喫
し
た
。
雲

が
な
い
晴
天
で
ま
ぶ
し
い
く
ら
い

で
、
日
焼
け
に
も
気
を
使
っ
た
。

　

小
山
会
長
は
植
樹
し
た
場
所
を
54

期
に
か
け
て
「
五
色
ヶ
丘
」
と
命
名

し
た
。
生
徒
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
憩

い
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　

有
賀
俊
雄
（
54
期
）

　

五
四
期
会
は
４
月
19

日
、
上
田
城
跡
公
園
で
恒

例
の
花
見
会
を
行
っ
た
。

花
見
会
は
07
年
以
来
３
回

目
だ
が
、名
古
屋
や
静
岡
、

関
東
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間

た
ち
は
「
や
あ
、
久
し
ぶ

り
だ
な
」「
太
っ
た
な
あ
」

と
言
い
な
が
ら
笑
顔
で
握

手
す
る
な
ど
、
雰
囲
気
は

良
好
。
温
暖
化
の
影
響
で

桜
の
開
花
が
早
く
、
満
開

時
を
３
、４
日
過
ぎ
て
い

た
が
、快
晴
に
も
恵
ま
れ
、

花
見
は
盛
会
裏
に
終
始
し

た
。

　

山
口
正
義
幹
事
長
が
適

54期が上田城公園で花見会

64
期

女
性

木村公平
（63 期、ハンドボール班）
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65期同期会
来年、上田高校創立 110周年記念事業が行われます。募金が予定されてい
ますので関東の同期生諸兄におかれましても、よろしくお願いいたします。
六五会：65 期同期生有志よりなる親睦会です　ゲスト大歓迎

六五会開催日とメンバー
青松秀和、上野政博、小山田秀士、
小出俊、輿水章比古、小山寿一、島
田甲子雄、中村幸男、永井寛、羽田
義久、丸山幸雄、安川莊太郎、矢島
好高、柳沢英明、吉田一雄、若林健

▶毎月：21 日午後７時〜
▶場所：上田市内の飲食店

布施修一郎
連絡先 :0268-22-1443   
             090-1663-6363
             ichirido@po3.ueda.ne.jp
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業
以
来
、
45
年
ぶ
り
に

再
会
す
る
同
期
生
も

多
く
、「
な
つ
か
し
い

な
あ
」「
白
髪
が
増
え

た
な
あ
。
一
瞬
、
誰

だ
か
分
か
ら
な
か
っ

た
よ
」
な
ど
と
会
話

が
は
ず
ん
だ
。

　

依
田
欣
五
郎
同
期

会
実
行
委
員
長
の
開

会
宣
言
に
続
き
、
関

東
同
期
会
の
岩
井
重

一
代
表
幹
事
や
来
賓

の
白
井
透
関
東
同
窓

会
長
ら
が
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
参
加
者
が

ク
ラ
ス
ご
と
に
壇
上

に
上
り
、
１
人
ず
つ

短
く
近
況
報
告
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
・
俳
優
の
宇
崎
竜
童
さ
ん
と
明

治
大
学
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
「
ジ
ャ
ミ
ン
グ
・

ホ
ッ
ト
セ
ブ
ン
」
が
出
演
し
、
昔
懐
か

し
い
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
を
楽
し

ん
だ
。
宇
崎
さ
ん
は
、
こ
の
日
司
会
を

担
当
し
た
中
村
眞
一
君
と
明
大
軽
音
楽

ク
ラ
ブ
時
代
の
友
人
で
、
快
く
出
演
に

応
じ
て
く
れ
た
。

　

最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影
し
た
後
、

参
加
者
が
フ
ロ
ア
一
杯
に
人
の
輪
を
つ

く
り
校
歌
斉
唱
。「
♬
秋
玲
瓏
の
空
衝

き
て
‥
」。
元
気
の
い
い
大
き
な
歌
声

が
ホ
テ
ル
の
大
広
間
に
こ
だ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

真
山
隆
夫
（
62
期
）

　

61
期
7
組
は
数
年
前
か
ら
2
月
ご
ろ

に
都
内
の
居
酒
屋
な
ど
で
同
級
会
を
開

催
し
、
毎
年
12
―
13
人
が
参
加
。
今
年

は
高
校
卒
業
後
45
年
に
あ
た
る
の
で
温

泉
へ
の
１
泊
旅
行
が
提
案
さ
れ
、
提
案

者
の
久
保
田
君
を
幹
事
と
し
て
3
月

13
、
14
日
に
水
上
温
泉
で
の
同
級
会
と

な
っ
た
。
急
な
計
画
に
も
か
か
わ
ら
ず

9
人
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
上
野
駅
で
待
ち
合
わ
せ
、
途

中
駅
で
の
合
流
者
を
加
え
列
車
で
水
上

温
泉
へ
向
か
う
。
修
学
旅
行
以
来
の
同

級
生
と
の
旅
行
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
卒
業
後
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た

者
も
お
り
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら

昔
話
に
花
が
咲
い
た
車
中
だ
っ
た
。
ホ

テ
ル
へ
は
早
め
に
着
い
た
の
で
夕
食
ま

で
の
間
、
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
入
る
。

水
上
温
泉
で
同
級
会
61
期

７
組

62 期が全国同期会
　

62
期
の
卒
業
45
周
年
記
念
「
全
国
同

期
会
」
が
４
月
18
日
、
東
京
駅
近
く
の

八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

62
期
は
03
年
以
来
、
毎
年
同
期
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
全
国
同
期
会
は
04
年

以
来
５
年
ぶ
り
２
回
目
。
今
年
は
関
東

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
の
幹
事
当
番
期

に
当
た
る
た
め
、
多
数
の
参
加
を
呼
び

か
け
、
前
回
の
92
人
を
上
回
る
１
０
４

人
が
参
加
し
た
。

　

ク
ラ
ス
会
や
班
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
な

ら
、
参
加
者
の
名
前
は
す
ぐ
分
か
る
。

だ
が
、
同
期
会
と
な
る
と
、
顔
と
名
前

が
一
致
し
な
い
人
も
多
い
。
声
を
か
け

ら
れ
て
「
誰
だ
っ
け
」
と
考
え
込
む
光

景
も
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。
高
校
卒

　

夕
食
を
兼
ね
た
宴
会
、
そ
の
後
部
屋

に
戻
っ
て
の
２
次
会
と
、
後
は
寝
る
だ

け
の
気
楽
さ
も
あ
り
、
皆
大
い
に
飲
み
、

時
に
は
人
生
論
な
ど
も
交
え
て
語
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
共
有
で
き
た
。

　

翌
日
は
あ
い
に
く
の
み
ぞ
れ
模
様
の

人
か
ら
40
人
が
集
い
ま
す
。
２
月

に
は
総
会
を
開
催
し
、
例
年
約
80

人
が
集
い
、
校
歌
を
斉
唱
し
た
後
、

各
部
の
枠
を
外
れ
て
先
輩
、
後
輩

が
現
在
の
情
報
交
換
、
新
た
な
出

会
い
と
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で

お
酒
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
の
前
に
は
幹
事
班

か
ら
講
師
を
出
し
て
も
ら
い
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
は
剣
道

班
の
宮
坂
信
之
氏
（
64
期
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
内
科
教
授
兼
副
学

長
）
を
招
き
、「
健
や
か
に
老
い
る

に
は
」
と
い
う
題
で
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
瞬
、
宴
会
で

の
酒
量
に
影
響
が
出
る
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
今
日
だ
け
は
‥
と
い

う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

連
合
会
に
つ
い
て
は
地
元
の
仲

間
に
お
聞
き
い
た
だ
き
、
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

　

08
年
度
幹
事
長　

　
　

工
藤
武
和
（
67
期
、
剣
道
班
）

ご存知ですか、運動部OB連合会
　

94
年
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班
Ｏ

Ｂ
の
柳
沢
暢
宏
氏
（
47
期
）
を

は
じ
め
と
し
て
数
人
の
方
々
が

発
起
さ
れ
、08
年
12
月
末
を
も
っ

て
満
14
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

本
年
は
水
泳
班
が
幹
事
で
、
市

川
泉
さ
ん
（
69
期
）
が
会
長
に

就
任
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
は
「
上
田
高
校
の
各

運
動
部
Ｏ
Ｂ
会
相
互
の
親
睦
を

図
り
、
あ
わ
せ
て
母
校
の
運
動

部
の
強
化
充
実
を
応
援
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
連

合
会
へ
の
所
属
を
問
わ
ず
、
そ

の
年
全
国
大
会
に
出
場
し
た
団

体
、
個
人
に
激
励
金
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。昨
年
は
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
個
人
、
本
年
は
３
月
に
弓

道
班
団
体
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

ス
キ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
出

場
し
ま
し
た
。

　

相
互
の
親
睦
と
し
て
春
、
秋

に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
、
30 天

候
で
、
昨
日
の
飲
み
疲
れ
も
あ
り
、

時
間
ま
で
ホ
テ
ル
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

し
、
近
郊
散
策
を
や
め
て
早
め
の
列
車

で
帰
京
し
た
。
帰
路
は
軽
く
飲
み
な
が

ら
談
笑
。

　

次
回
は
上
田
な
ど
の
在
住
者
に
も
呼

び
か
け
て
今
秋
に
も
地
元
の
温
泉
で
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
、
再
会
を
約
し
て

解
散
し
た
。

　
　
　
　

61
期
７
組
幹
事　

荻
原
隆
治
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昨
年
末
、「
来
年
の
ク
ラ
ス
新
年
会

は
趣
向
を
変
え
、
上
海
で
や
ろ
う
」
と

い
う
話
が
出
た
。
上
海
に
は
小
山
雅
堂

君
（
2
組
、
65
期
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
C
H
I
N
A　

R
E
P
O
R
T
」
を

連
載
中
）
が
在
住
で
、
彼
は
同
地
で
健

康
食
品
の
会
社
を
経
営
し
て
い
る
。

　

2
月
6
日
、
関
東
地
区
の
メ
ン
バ
ー

5
人
（
小
宮
山
豊
、
菊
地
章
夫
、
林
長

人
、
上
原
昇
、
関
賢
治
）
が
成
田
か
ら

上
海
へ
飛
び
立
っ
た
。

　

同
地
で
ま
ず
は
、小
山
君
作
成
の「
こ

れ
ぞ
上
海
旅
程
表
」
に
の
っ
と
り
、
昨

秋
新
装
し
た
ば
か
り
の
森
ビ
ル
へ
。
展

望
台
は
高
さ
4
7
4
㍍
で
、
床
か
ら

天
井
ま
で
総
ガ
ラ
ス
に
は
足
が
す
く

む
。

　

こ
の
後
、
地
下
鉄
を
利
用
し
て
夜
の

南
京
路
散
策
へ
。
歩
行
者
天
国
の
銀

座
か
新
宿
を
歩
い
て
い
る
感
じ
。
当

夜
の
ク
ラ
ス
会
会
場
は
、
世
界
各
国

の
V
I
P
が
訪
れ
る
と
い
う
南
京
西

路
に
あ
る
「
梅
龍
鎮
酒
家
」
で
、

上
海
料
理
を
満
喫
し
た
。

　

2
日
目
は
小
山
君
の
「
上
海

天
新
麗
保
健
品
有
限
公
司
」
の

工
場
見
学
へ
。
ち
ょ
う
ど
中
国

は
旧
正
月
休
み
で
従
業
員
は
帰

郷
中
と
あ
り
、
普
段
は
入
れ

な
い
場
所
ま
で
案
内
し
て
も
ら

う
。
特
に
昨
年
の
冷
凍
餃
子
事

件
以
降
、
品
質
管
理
に
つ
い
て

は
、
隅
々
ま
で
注
意
を
払
っ
て

製
造
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
上
海
の
観

光
名
所
で
昔
の
中
国
文
化
が
し

の
ば
れ
る
「
預
園
」
へ
向
か
う
。

付
近
は
元
旦
の
浅
草
寺
を
思
わ

せ
る
人
人
人
で
見
物
ど
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
。
夕
方
、
小
山
君

が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
く
れ
た
舟
で
黄
浦

港
遊
覧
へ
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
近

代
的
な
浦
東
地
区
ビ
ル
群
と
旧
イ
ギ
リ

ス
租
界
地
区
オ
ー
ル
ド
上
海
の
建
物
と

の
対
比
が
絶
妙
の
美
し
さ
で
あ
っ
た
。

　

２
日
目
の
ク
ラ
ス
会
会
場
は
、
こ
ち

ら
も
老
舗
の
「
王
宝
和
大
酒
店
」。
名

物
の
小
籠
包
を
お
代
わ
り
し
、
上
海
ガ

ニ
に
し
ゃ
ぶ
り
つ
き
、
52
度
の
白
酒
に

足
を
と
ら
れ
な
が
ら
ホ
テ
ル
に
帰
る
。

　

最
後
の
３
日
目
は
、
龍
陽
路
に
あ
る

駅
か
ら
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
乗

上
海
で
ク
ラ
ス
新
年
会
65
期

２
組

車
し
て
空
港
ま
で
。
35
㌔
の
距
離
を
最

高
時
速
4
3
1
㌔
で
、
何
と
8
分
で

到
着
。
す
ぐ
に
機
上
の
人
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
機
材
が
到
着
せ
ず
遅
延
と

の
こ
と
で
、
3
時
間
以
上
待
た
さ
れ
た
。

　

３
日
間
で
多
く
は
体
験
で
き
な
か
っ

た
が
、
世
界
同
時
不
況
の
な
か
、
来
年

の
万
博
に
向
け
た
く
ま
し
く
進
む
上
海

と
、
同
地
で
「
上
田
健
児
こ
こ
に
あ
り
」

で
活
躍
す
る
小
山
君
を
目
の
当
た
り
に

で
き
た
の
は
収
穫
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

65
期
2
組
幹
事　

関　

賢
治

　

来
年
卒
業
50
年
を
迎
え
る
58
期
生
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
だ
ま
だ
元
気
い
っ

ぱ
い
！

　

毎
年
4
月
の
第
3
土
曜
日
に
58
期
生

の
総
会
・
懇
親
会
が
上
田
で
開
催
さ
れ

る
。
回
を
重
ね
て
今
年
は
第
20
回
の
節

目
の
会
と
な
っ
た
。

　

夕
方
か
ら
始
ま
る
総
会
・
懇
親
会
の

前
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
従
来
か
ら
懇
親

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
数

年
前
か
ら
は
そ
れ
に
加
え
て
懇
親
囲
碁

競
技
会
も
開
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨

年
か
ら
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
加
わ
っ
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
初
回
の
昨
年
は
「
真

田
氏
ゆ
か
り
の
名
跡
巡
り
」
と
銘
打
っ

て
真
田
氏
ゆ
か
り
の
山
城
を
た
ど
り
歩

い
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
上
田
市
の
「
歴

史
ロ
マ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
一
番
人
気
の

コ
ー
ス
だ
そ
う
だ
。
歩
行
距
離
は
約
15

㌔
と
の
こ
と
。

　

初
回
の
参
加
者
は
10
人
。
上
田
駅
前

に
集
合
し
、
真
田
自
治
セ
ン
タ
ー
（
ゆ

き
む
ら
夢
工
房
）
ま
で
バ
ス
で
行
き
、

信
綱
寺
→
尾
引
城
→
根
小
屋
城
→
一
杯

清
水
→
枡
形
城
→
本
城
→
砥
石
城
→
米

山
城
→
祥
園（
懇
親
会
場
）と
い
う
コ
ー

ス
を
５
時
間
く
ら
い
掛
け
て
歩
い
た
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
で
は
か
な
り
険
し
い

所
が
あ
り
、
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
っ
て
昇

り
降
り
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
全
員
無
事
に
終
点
ま
で
歩
き
通
し

た
。

　

第
２
回
の
今
年
は「
信
州
の
鎌
倉（
塩

田
平
）
巡
り
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
っ

た
。
今
年
の
コ
ー
ス
は
比
較
的
平
坦
な

所
を
歩
く
の
で
昨
年
よ
り
楽
な
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
あ
る
が
、
参
加
希
望
者
は
８

人
に
と
ど
ま
り
、
ま
と
ま
っ
て
歩
く
の

に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
人
数
と
な
っ
た
。

朝
方
空
に
あ
っ
た
雲
も
消
え
去
り
、
雲

ひ
と
つ
な
い
日
本
晴
れ
の
好
天
気
と
な

り
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
に

な
っ
た
。

　

別
所
線
の
電
車
で
別
所
温
泉
駅
に
向

か
い
、
常
楽
寺
・
安
楽
寺
・
北
向
観
音

に
詣
で
た
後
、
塩
田
平
へ
向
か
う
。
満

願
寺
→
中
禅
寺
→
塩
野
神
社
→
塩
田
の

館
（
昼
食
）
→
前
山
寺
→
無
言
館
→
塩

田
町
駅
と
歩
き
、
別
所
線
の
電
車
で
上

田
駅
に
戻
っ
た
。

　

今
回
の
歩
行
距
離
は
と
い
う
と
、
万

歩
計
は
優
に
２
万
歩
を
超
え
て
お
り
、

歩
行
距
離
は
10
㌔
を
超
え
て
い
た
。　

　
　
　
　
　
　
　

北
村
尚
巳
（
58
期
）

「
信
州
の
鎌
倉
」
を
歩
く
58
期
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▼
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て

カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
は
、
上
田
盆
地
で

い
う
な
ら
ば
、
太
郎
山
の
向
こ
う
に
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
山
が
連
な
っ
て
い
る
と
い
う

感
じ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
住
み
や
す

か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
私

は
ネ
パ
ー
ル
に
住
ん
で
43
年
に
な
る
。

き
っ
か
け
は
、
１
９
６
２ 

年
に
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
に
出
掛
け
、
ネ
パ
ー
ル
の
人
た

ち
の
貧
し
く
厳
し
い
生
活
の
実
態
に
触

れ
、
そ
う
し
た
社
会
で
自
分
に
何
か
で

き
な
い
か
と
考
え
た
の
が
端
緒
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
ろ
、
す
で
に
公
害
が
叫
ば

れ
て
い
た
川
崎
の
工
場
地
帯
で
働
い
て

い
た
私
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
素
晴
ら
し
い

自
然
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
う
し
た
自
然
の

中
で
生
活
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
も
ネ

パ
ー
ル
に
住
み
つ
い
た
も
う
一
つ
の
理

由
で
あ
っ
た
。

ま
だ
日
本
大
使
館
も
無
い
こ
ろ
で

あ
り
、
登
山
で
知
り
合
っ
た
ネ
パ
ー
ル

の
友
人
を
通
じ
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
直
接

交
渉
。
同
政
府
の
家
内
工
業
局
の
技
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
２
年
契
約
を
結

び
、 

66
年
ネ
パ
ー
ル
に
出
掛
け
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
得
た
結
論
は
「
ネ

パ
ー
ル
は
工
業
よ
り
観
光
だ
」
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
実
行
に
移
そ

う
と
エ
ベ
レ
ス
ト
の
近
く
に
ホ
テ
ル
を

建
て
る
な
ど
し
て
、
そ
の
後
40
年
間
、

私
は
ネ
パ
ー
ル
の
観
光
産
業
の
進
展
と

歩
を
同
じ
く
し
て
歩
い
て
き
た
。　
　

　

▼
ネ
パ
ー
ル
国
籍
を
取
り
政
党
結
成

こ
の
年
月
の
大
半
、
ネ
パ
ー
ル
の

政
治
に
さ
し
て
疑
問
を
持
つ
こ
と
も
無

か
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
は
90
年
、
国
王
親

政
が
終
わ
り
を
み
て
、
以
後
民
主
化
と

い
わ
れ
る
政
党
政
治
に
移
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
に
来
た
も
の
は
、

政
治
が
国
民
の
意
思
を
反
映
し
た
と
は

と
て
も
言
い
難
く
、
新
し
く
選
ば
れ
た

政
治
家
た
ち
は
党
利
党
略
に
走
り
、
権

力
闘
争
を
繰
り
返
す
ば
か
り
。
国
民
生

活
を
一
層
混
乱
に
お
と
し
め
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
。
失
わ
れ
た
10
年
ど
こ
ろ

か
、
す
で
に
失
わ
れ
た
20
年
で
あ
る
。

問
題
な
の
は
、
そ
れ
が
い
つ
終
わ
る
か

知
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
民

主
化
が
正
し
く
機
能
し
な
い
現
実
に
、

私
は
も
う
少
し
何
と
か
な
ら
な
い
も
の

か
と
考
え
た
。

そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
私
に
は
、
ネ

パ
ー
ル
国
中
を
延
べ
１
０
０
０ 

余
日
か

け
、
く
ま
な
く
歩
き
回
っ
て
作
成
し
た

ネ
パ
ー
ル
の
総
合
的
国
土
開
発
プ
ラ
ン

が
あ
っ
た
。
そ
の
計
画
の
う
ち
の
一
つ

で
も
実
現
し
て
欲
し
い
。
こ
の
二
つ
の

こ
と
が
混
ざ
り
あ
っ
て
、
そ
れ
を
日
本

人
と
し
て
で
は
な
く
ネ
パ
ー
ル
人
と
し

て
発
言
し
た
い
。
そ
う
考
え
て
、
私
は

ネ
パ
ー
ル
国
籍
を
取
得
し
、
そ
れ
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
て
政
治
の
場
を
借
り
て

発
言
し
よ
う
と
政
党
を
立
ち
上
げ
た
。

▼
真
の
民
主
化
を
目
指
し
て

王
制
が
よ
い
と
は
言
わ
な
い
。
た

だ
、
今
ま
で
に
主
張
し
て
き
た
こ
と
の

一
つ
に
、
ネ
パ
ー
ル
人
の
国
民
性
と
ネ

パ
ー
ル
の
伝
統
・
風
習
、
そ
し
て
地
政

学
を
考
え
た
と
き
、
日
本
の
よ
う
な
立

憲
君
主
制
を
と
っ
た
方
が
平
和
的
で
か

つ
国
家
統
合
に
有
効
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
。

国
王
を
国
家
元
首
と
し
て
存
続
さ

せ
て
、
日
本
や
英
国
、
そ
し
て
ス
カ
ン

デ
ィ
ナ
ビ
ア
諸
国
の
よ
う
に
、
国
王
の

権
限
を
憲
法
（
英
国
は
不
文
憲
法
）
で

厳
格
に
規
定
し
、
そ
の
民
主
性
と
正
統

性
を
ネ
パ
ー
ル
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
う

た
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

し
か
し
、
共
産
党
勢
力
が
強
く
な
っ

た
ネ
パ
ー
ル
は
、
１
年
前
の
５
月
28 
日

に
王
制
を
廃
止
し
、
国
名
を
「
ネ
パ
ー

ル
民
主
連
邦
共
和
国
」
に
変
え
た
。
民

主
主
義
の
土
壌
と
な
る
べ
き
国
民
の
政

治
意
識
と
民
主
的
信
条
が
普
及
し
て
い

な
い
中
で
政
治
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
現
実
、
民
主
化
が
必
ず
し
も
正
し
く

機
能
し
な
い
状
況
を
み
て
、
私
も
一
部

の
ネ
パ
ー
ル
人
と
同
様
、
そ
の
狭
間
に

あ
っ
て
ジ
レ
ン
マ
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な

い
。

ソフトウェアの

システム技研株式会社
清水 通男（66 期）代表取締役

〒 169-0075　東京都新宿区高田馬場 1-34-1 サンフジビル 5F
                 TEL  (03)5272-8830    FAX  (03)5272-8836
　　　　　  URL  http://www.s-giken.com    

終
わ
り
の
な
い
自
分
と
の
闘
い

ネ
パ
ー
ル
で
40
余
年
、
改
革
目
指
す

宮
原　

魏
（
50
期　

青
木
村
出
身
）

特別寄稿

私
た
ち
の
政
党
は
、
１
年
前
の
制

憲
議
会
選
挙
で
は
惨
敗
し
た
。
い
ま
、

２
年
後
の
普
通
総
選
挙
に
向
け
て
、
終

わ
り
が
見
え
な
い
私
自
身
の
闘
い
が
続

く
。ネ
パ
ー
ル
は
自
然
が
素
晴
ら
し
い
。

そ
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
国
で

あ
る
。そ
れ
を
損
な
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

か
つ
無
益
な
犠
牲
を
払
わ
な
い
で
国
が

発
展
し
て
ほ
し
い
。そ
う
願
い
な
が
ら
、

そ
の
こ
と
を
い
ま
し
ば
ら
く
は
主
張
し

続
け
て
い
き
た
い
。

ホテル・エベレスト・ビューから見たエベレスト（左）とローツェ（右）
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◎ケツメイシ

◎RAG FAIR

◎上松秀実

◎湘南乃風

◎UNISON SQUARE GARDEN

代表取締役　井出　孝光

株式会社 トイズファクトリー

◎Mr. Children

◎ゆず

◎BUMP OF CHICKEN

うえだ　78号　Ｐ 15

（61期）

第一会計コンサルタント
Daiichi Kaikei ConsultantDKC

〒171-0014   東京都豊島区池袋2-46-3  CIMA100ビル5F
TEL 03-5992-4981(代表)　     FAX 03-5992-5090
URL http://www.dkc-g.co.jp     E-mail kubo@dkc-g.co.jp  

お客様の立場で企業
経営をトータルに
バックアップします

久保　柳哉（60期）
代表取締役

トラベル・アイ（株）旅行代理店 永年のキャリア
信用と誠実第一

旅のことならなんでもお気軽にお問い合わせください。
〈海外旅行〉
各種パッケージツアーの販売
割引航空券・ツアー販売 (世界各地 )
団体企画

〈国内旅行〉
貸切観光バス手配
全国旅館・ホテル手配

 渋谷区東３-17-11-301
  ＴＥＬ   (03)3442-4381( 代 )

代表取締役 秋田　勇　（62期）

5＊18cm

人と地球の健康を願う「環境企業」

藤堂インターナショナル株式会社 代表取締役 小山雅堂(65期） 担当責任者：小宮山 （65期）

〒146-0094   東京都大田区東矢口3-30-12祥明ビル TEL：03-6825-7000 URL：http//www.todo-nanoworks.com 

早稲田大学名誉教授・濱義昌先生・開発

超高性能 エンジンオイル添加剤
ＴＯＤＯナノワークス

「ナノワークス」は、あらゆる機械の金属摩擦面のフリクションロスを減少させます。
自動車においては、燃費を改善し、排出ガスを削減します。
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竹内　仁   2010
田代和美　　09
立岩　環　　11
田辺順一　　15
田村　功　　11
鳥居次生　　12
永井佳雄　　08
長坂光登　　09
中村甲治　　09
中村　勉　　10
成田邦夫　　11
新沼惇雄　　08
西沢興宣　　12
西島幹夫　　10
羽島昭一　　11
濵村邦夫　　12
平尾充雄　　11
平野武明　　12
藤沢行雄　　12
松井廣通　　09
松瀬勝雄　　08
翠川和彦　　08
宮坂　卓　　08
村井　弘　　08
村山　剛　　13
安田　明　　09
柳沢安信　　09
横沢敏雄　　08
横島庄治　　10
若林克寿　　10

松田光一  2009
宮坂幸雄　　08
宮下廣勝　　09
望月英明　　08
山浦　武　　09
山浦有二　　08
山崎紀典　　09
山崎逸雄　　08
横沢武久　　14
若林　篤　　08
渡辺浩通　　13
渡辺静雄　　10

山岸宜公   2008
山邉光一　　10
吉池正樹　　08
吉池千冬　　09
依田康徳　　10

竹倉征祠  2009
武田直樹　　11
田中良樹　　08
田中武夫　　10
田中　節　　11
田中誠一　　08
田中一穂　　12
塚田　晃　　10
戸塚武雄　　12
長崎　誠　　09
中島恭一　　09
中島　亨　　10
西沢國隆　　09
沼形泰枝　　13
羽毛田　信　10
橋詰武敏　　11
久田英保　　08
平林　久　　13
福嶋　宣　　19
古川　敦　　09
古屋明子　　08
前田尚武　　12
松井石根　　12
松林純夫　　16
丸山久勝　　14
三井武雄　　08
村田正男　　09
森田英明　　09
安間　襄　　11
柳沢直治　　08
山本哲之　　13
渡辺俊彦　　12
渡辺達三　　11

三井文人   2013
宮坂　清　　09
宮島英紀　　28
麦島和子　　10
望月　信　　17
山浦直次郎　08
吉澤善男　　12

藤川　昇   2011
保坂証司　　08
保屋野美智子  12
山浦　衛　　10
山浦成子　　08
山浦善樹　　09
山浦富雄　　08
山本寿美子　08
渡辺節男　　08

宮原　豊   2011
森　則雄　　08
柳沢光美　　11
山浦陽士　　08
山浦敬夫　　12
山辺良樹　　09
横関洋一　　10

小林則夫  2008
渋沢　稔　　10
中村喜嗣郎　08
花岡千賀子　09
藤野里美　　08
丸山清光　　10
緑川正博　　13
宮下有生　　08
虫明陽子　　12
矢澤清子　　08

鈴木巳季  2008
長谷川　剛　09
81 期
今田明日香　11
小池　徹　　08
桜井仁徳　　08
立木富恵　　09
服部みどり　08

59 期
荒井理夫　　08
有賀勝雄　　12
石﨑吉宏　　09
石塚洋一　　09
指宿淑子　　10
岩崎忠夫　　10
大日方勝利   21
柿崎靖夫　　12
掛川勝司　　10
加藤　高　　08
木下嶺夫　　12
小林芳友　　10
小林宏行　　08
小林賢一　　10
小林朋晃　　09
小林義典　　09
坂口茂夫　　08
櫻井資悦　　10
重原正治　　08
清水　和　　08
清水侯博　　09
関　和明　　09
関根克郎　　10
関本桂子　　10
田村　功　　08
西沢正浩　　08
萩原清人　　11
長谷川久二　18
羽田幸善　　12
羽田幸昌　　09
藤倉恵子　　09
町田克二　　12
水出清仁　　14
森　嶺夫　　08
柳澤喜明　　16
山口元彦　　08
山嵜勝二　　09

62 期
秋田　勇　　15
浅井保雄　　11
有賀幾夫　　08
有光忠夫　　08
岩井重一　　18
片山隆行　　09
川上千秋　　08
木内和宣　　09
栗山正雄　　09
小泉邦夫　　10
小山平六　　09
斎藤実敏　　14
坂口典和　　11
佐藤澄江　　15
塩入睦夫　　08
塩入功三　　09
清水輝夫　　09
関　健三　　08
関　祥行　　11
高梨奉男　　13
高松郁夫　　13
滝澤　淳　　09
田島善光　　14
土屋和猛　　10
中澤裕治　　16
中村房子　　16
中村幸一　　08
中村真一　　09
中山君平　　08
橋詰剛史　　09
花岡孝雄　　13
松井由美　　15
松山　武　　12
真山隆夫　　11
丸山　茂　　08
宮坂信章　　14
宮崎信二　　19
室賀太郎　　13
柳沢昌俊　　09
柳澤敏雄　　09
依田欣五郎　12

66 期
磯川周治　　11
伊藤富士男　08
今井郷子　　09
大石雄司　　09
荻原芳明　　08
鬼久保潤一　10
北澤英男　　12
北島良男　　11
小山　茂　　09
清水　理　　09
清水通男　　19
田口　博　　09
竹内豊和　　09
田中　茂　　11
田村和枝　　10
堀内ふき　　10
宮坂栄一　　08

82 期
荻野　健　　08
田玉智明　　10
堀田きよみ　09

64 期
浅井康彦　　11
荒井裕司　　08
有賀　猛　　11
石井則男　　08
一瀬清治　　11
一場美智子　08
奥村恭子　　12
小野沢常裕　13
小野博見　　08
北原巖男　　11
小松正佳　　08
塩川伸明　　08
清水安雄　　08
清水淳郎　　08
関川　哲　　10
高梨芳男　　11
竹内中和　　11
田中耕一　　10
辻　佐知子　12
直井隆徳　　11
永井信介　　10
中西載慶　　13
野村　一　　11
藤巻禮子　　08
松高賢一　　12
宮坂信之　　11
宮澤康元　　08
村居次雄　　10
柳田　稔　　12
藪原和男　　08
山本淳一　　09
吉崎芳郎　　09

71 期
赤木千江子　09
小林清隆　　08
近藤　徹　　09
高木　繁　　10
望月英和　　08

58 期
青木　淳　　09
赤池三男　　08
荒井公雄　　08
井沢　敬　　19
磯部由紀子　08
伊東啓治　　13
伊東紀男　　12
伊藤文明　　09
大井秀三郎　13
大日向寛畝　10
片岡春雄　　12
金井　久　　09
金子親碩　　12
鎌原昭治　　10
北澤　彰　　09
北村尚巳　　08
久保田達夫　13
倉島今朝徳　21
小池　晃　　11
神津　進　　12
小島佳雄　　09
後藤史郎　　13
小林俊雄　　11
小林慶三　　11
小山　泰　　11
小山捷二　　12
桜井兼三　　08
桜井成樹　　12
佐藤鐵也　　08
品川勇一　　12
清水壽一　　11
城下　尚　　09
高橋福幸　　09
滝沢信夫　　11
滝澤一彦　　10
田中　剛　　09
手塚信康　　09
手塚洋兵　　12
寺島知惠子　13
寺島紘士　　13
中沢則夫　　08
中島秀忠　　12
中島勇司　　12
中村国武　　10
中村　敏　　11
西澤益男　　09
仁平光義　　08
波田野　浩　08
林　忠行　　08
林　嘉市　　16
星野和俊　　13
堀内　昭　　14
本田祥治　　10
宮川克彦　　16
宮原清明　　10
宮原安春　　09
宮本忠昭　　16
百瀬和紀　　18
森　邦夫　　13
矢嶋瑞夫　　15

83 期
榎本かおる　08
大野聡子　　09
佐藤士保子　08
竹内延彦　　09
山本　稔　　08

72 期
朝川雄二　　09
今井一郎　　09
榎本美智子　08
氣田夏子　　12
小宮山修邦　10
関　博明　　08
竹内功一　　09
田中　誠　　13
塚原三喜夫　08
長坂武見　　12
福田礼子　　08
船渡和男　　10
依田昌樹　　08

84 期
児玉直美　　08
山岸勝博　　09
85 期
近藤弘司　　11
86 期
住田陽子　　08

67 期
石田清典　　08
岩崎　章　　09
生島久資　　08
熊坂文成　　10
小林みゆき　08
小松康夫　　10
坂口公一　　09
佐々木美千代  08
田中啓子　　12
谷合裕子　　09
堤　　達　　08
長谷川榮一   08　
丸山博見　　12
水島良子　　09
村越　進　　08
山下一雄　　12
山本修士　　09

87 期
北村玲子　　08
89 期
野澤郁子　　12
92 期
橋本真弓　　0857 期

青木周二　　08
有井　毅　　10
池田教範　　17
池田盛司　　17
宇賀神一雄　09
臼田茂二　　11
榎本金二　　10
大谷光弘　　10
岡川章夫　　09
加賀美欣二郎  10
金澤昭義　　10
神林英男　　08
久保新一　　09
倉島俊二　　08
桑原恒雄　　10
小島吉男　　09
小島士郎　　12
小林健二　　08
近藤郁雄　　13
清水康弘　　10
白倉憲二　　09
鈴木芳枝　　10
関　行裕　　09
高木佳年　　11
滝澤紀夫　　10
滝澤文雄　　09
武井和雄　　09
竹内　昭　　09
竹花正博　　08
田沢雄二郎　12
田村義昭　　20
中澤啓司　　13
西尾紀一郎　14
野田晃弘　　10
箱山　雍　　23
畑　　勲　　12
平林弘義　　08
保科政男　　11
堀　英毅　　09
堀内　修　　12
本田　健　　09
松木　功　　17

73 期
阿部直彦　　08
尾台通久　　10
河野嘉子　　12
須貝　博　　08
藤木和彦　　10

95 期
橋本清香　　08

61 期
新井袈裟光　13
池田　稔　　08
市川武伸　　13
井出孝光　　13
井上　剛　　09
内山澄孝　　08
大井　剛　　09
大草猛生　　12
大澤義隆　　08
荻原聖巳　　08
荻原隆治　　14
奥村喜美子　10
尾和正暉　　18
加賀美徳行　11
笠井徳爾　　12
片瀬喜雄　　08
岸田　勇　　08
沓掛　忠　　10
久保田敬雄　09
神津英明　　08
小林宣光　　09
小山　満　　11
坂井英樹　　08
関　　勝　　12
鷹野正樹　　08
高橋宗雄　　09
滝澤　進　　09
滝沢雅男　　08
田沢　洋　　14
玉木純雄　　11
成沢文計　　08
西澤正捷　　16
羽毛田仗一　17
林　勝秋　　08
半田利雄　　09
星山輝男　　08
細萱英久　　10
堀内寿美　　23
町田　章　　09

97 期
鈴木葉子　　08
露久保智美　12
依田恵美子　1074 期

大場英昭　　08
荻原正典　　08
荻原久俊　　09
坂口洋三　　10
土屋三千夫　08
林　幸平　　09

99 期
中田雄人　　08
100 期
小池伸太郎　08
甲田英史　　08
田中悠樹　　11
柳澤直子　　08

65 期
赤尾晴夫　　08
池田恵一　　11
岩崎ひとみ　10
岩崎和雄　　10
上原　昇　　08
内堀　信　　13
宇野直幸　　11
大町教子　　08
折井正博　　14
菊地暁子　　12
甲田幹夫　　12
小林国雄　　08
小山雅堂　　11
柴田正文　　09
清水俊文　　09
関森寿一　　10
高畑悟郎　　09
瀧沢政視　　13
田中　昇　　08
田中由紀子　09
田村栄治　　13
田村一平　　13
仲澤　正　　09
西澤省悟　　10
馬場和幸　　12
深町美由　　09
丸山隆平　　08
丸山暢久　　11
緑川政志　　08
宮川恵三　　11

60 期
青柳偕行　　08
池田　清　　09
井上　茂　　09
今井勇雄　　11
上原惇子　　11
大草　進　　08
大橋邦夫　　10
尾上朝子　　08
風間文彦　　11
川上知行　　14
北原英孝　　12
沓掛行徳　　10
久保柳哉　　14
黒澤博身　　14
神津英明　　08
甲田　奏　　08
小関夏子　　08
小林公幸　　08
小松有也　　13
斉藤　官　　08
斉藤建次　　08
塩川英世　　09
清水敏弘　　09
清水幸雄　　09
下里　剛　　10
白井　透　　13
袖山　脩　　09
鷹野芳機　　10
竹内善尉　　08

68 期
稲寺　隆　　09
碓田　茂　　13
金子元昭　　12
工藤敏夫　　09
小山　実　　10
塩野入文雄　12
芝間伸剛　　18
土屋耕太郎　11
中川彰雄　　09
中島みどり　15
松山研治　　10
丸山洋一　　12
宮川俊晴　　12
山本近雄　　11
横山佐苗　　10

75 期
竹内幸隆　　08
羽田　平　　09
宮島省吾　　13
山田美紀　　09
山本享子　　08
和氣寿子　　08
渡辺聡明　　22

101 期
羽田ゆう　　08
102 期
久保田智史　08
永井加奈子　08

63 期
青木郁夫　　12
浅野幸司　　11
飯島正文　　08
飯塚一雄　　10
大塚和弘　　10
荻原英夫　　10
上条和祥　　11
神林　森　　11
川村恭司　　08
北沢昌規　　08
小高崇男　　09
小林諒一　　09
小林正則　　11
小林悠一　　19
関田正幸　　10
滝沢鐵夫　　15
武井長久　　10
田中　稔　　12
角田玲子　　11
中沢秀夫　　10
中山和彦　　10
成澤三雄　　24
西澤信幸　　09
林　壮治　　10
平林善夫　　08

103 期
佐藤　有　　08
塩澤陽香　　09
高橋茉莉子　08
矢口　寛　　08
依田秀男　　10

76 期
臼田　滋　　08
内山憲一　　09
佐藤美恵子　09
福井正彦　　17
堀籠秀直　　10

104 期
射手優輝　　08
岩田菜里子　11
荻原美洸　　08
片桐雅彦　　08
清水文隆　　08
高柳賢治　　09
羽田えみ　　09
水野高夫　　12
六川美奈　　08

77 期
草間和幸　　08
黒澤太平　　09
佐藤之俊　　10

69 期
池田有美子　09
尾立孝司　　10
蟹江由美子　12
倉沢　裕　　08
清水龍夫　　08
土屋文男　　09
栃原重文　　12
藤谷芳子　　12
古畑克巳　　10
吉村邦彦　　13

78 期
鵜殿理枝　　12
小相沢直美　08
渡邊　博　　15
79 期
今井　明　　11
荻原　貴　　09
清水雄至　　10
松尾　弘　　10

106 期
堀　淳志　　08

計１，１２7 人

70 期
安藤　哲　　08
小池朋子　　11

80 期
會田信子　　26
小林　章　　08
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年会費納入者一覧   （2009 年３月末現在）
▶年会費納入にご協力いただき、ありがとうございます。一覧は 2008 年度以降の年会費を納入した方（1,127 人）です。
▶名前の後の数字は、その年度まで前納したことを示しています。（例：09=2009年度分まで納入済み）
▶会報に同封の年会費の直近納入日、納入期限をご参照ください。80 歳以上の方は年会費免除です。
▶過年度分未納の方は、さかのぼって納入する必要はありません。納めていただいた時点からカウントいたします。

お問い合わせ先：事務局（幹事長）笠井徳爾まで　TEL/FAX 03-3652-2803

31 期
土屋　学   2010

45 期
掛川暉夫  2010
児玉和己　　09
森　　茂　　16

掛川周男   2013
熊川次男　　08
小林富士雄　15
小林芳彦　　13
小松昭威　　11
坂梨　港　　08
佐藤　尚　　08
篠原泰司　　10
清水貞吾　　09
清水雄司　　09
城下栄三郎　08
春原　寛　　16
高柳直樹　　11
竹内一夫　　09
田原　敬　　10
塚田正直　　08
土屋　亮　　09
土屋侃司　　09
中村哲治　　09
平林直之　　10
堀内道夫　　08
堀内　惇　　10
峯村千徳　　11
宮澤英人　　08
宮澤武夫　　08
山極喜郎　　14
山崎延秋　　08

翠川　輝  2010
宮坂　博　　19
柳沢敏郎　　10
山岸萬亀男　11
山崎睦夫　　08
依田好雄　　08
渡辺侃治　　11

上原　昂  2009
臼田　稔　　09
内久根孝一　10
太田幸男　　14
小胎治雄　　09
小野澤哲夫　08
掛川國雄　　10
鎌野秀嗣　　08
蒲生卓磨　　09
倉沢直哉　　14
黒川嘉郎　　09
小林貫一　　12
清水英明　　09
清水　順　　12
滝澤英彦　　19
龍野勇介　　09
徳永慈宏　　08
中澤良行　　12
中島　宏　　18
中曾根　聡　13
中山隆雄　　13
成澤誠司　　21
長谷川孝一　13
早川正範　　08
保坂利勝　　08
堀内照雄　　17
堀内弘栄　　13
丸山瑛一　　12
丸山　弘　　09
宮川　司　　12
宮澤正躬　　09
村田　寛　　13
母袋博一　　10
八木浩輔　　13
柳沢　純　　19
柳沢五郎　　09
柳澤　暁　　08
山田直衛　　14
山邊俊一　　08
横島義之　　13
吉沢深二　　13
六川二郎　　12
六川博輔　　16

小林盛男  2010
小林孝典　　24
佐々木淳二　18
柴田正人　　13
新保知右喜　13
須藤尚彦　　15
関　正利　　10
高松健治　　10
滝澤　格　　09
田口修三郎　11
土屋義子　　09
中村茂之　　10
橋爪今朝男　13
藤井清彦　　11
古川　一　　26
松崎義一　　08
松沢秀雄　　10
三浦健一　　08
水出康雄　　10
宮島廣人　　09
森　浩一　　09
矢島寛文　　08
柳沢　忠　　10
山口直枝　　13
若林英鋭　　09

杉浦醇一　2011
須田武久　　08
芹沢袈裟三　09
高木快雄　　09
武井　淳　　10
武重賢治　　08
塚田　靖　　11
土屋　隆　　08
寺西　孝　　09
中島　均　　09
服部聦一郎　33
半田義昭　　10
半田喜章　　10
藤井眞澄　　08
藤森善也　　08
山邉一磨　　09
堀内　福　　09
堀内忠久　　18
堀内正智　　08
増田隅雄　　12
宮入毅匡　　08
宮川澄男　　08
村山憲太　　12
柳澤浩二　　09
山岸一夫　　08
山崎達夫　　12
山本一夫　　08
山本農夫彦　10
若林清和　　12
渡辺百枝　　11

滝澤睦夫  2010
竹内　節　　10
竹重節雄　　13
田中嘉親　　30
玉野敏雄　　09
田村　朗　　12
千村一平　　09
土屋晃一　　10
寺島重暉　　10
中島隆之　　08
中村一彦　　12
中村忠勝　　13
成田崇宏　　12
橋田ちせ　　09
花房伸吉　　10
馬場武彦　　09
馬場雄二　　11
深井克彦　　08
福田斎一　　12
藤村延魚　　09
保屋野　忠　09
堀内木意　　12
前田喜美子　12
松井平三　　23
丸山俊二　　14
宮入裕夫　　13
宮崎親作　　12
宮崎武男　　08
宮沢壮介　　08
宮島　博　　10
望月源治　　11
柳沢伸勇　　12
柳沢　煇　　08
柳澤　明　　08
山浦輝信　　08
山崎茂幸　　09
山本大吉郎　13

清水好昭  2013
杉原積雄　　12
関　五郎　　12
滝沢　傳　　13
滝沢克彦　　12
滝沢　譲　　09
滝沢哲三　　10
田玉尚武　　09
塚田忠夫　　10
塚田征司　　09
土屋　務　　09
土屋英明　　10
鶴見貞夫　　12
臣川晃夫　　15
長峯道明　　14
成澤祐介　　09
橋詰孝子　　13
長谷川正紘　08
羽田　宏　　09
波田野　彰　08
樋口宣明　　08
平野　誠　　10
間島　巌　　13
松尾　裕　　08
緑川　浩　　08
宮入健二郎　09
宮島光男　　16
毛利義範　　10
柳沢郁政　　08
横山鍈一　　08
和田　守　　21

32 期
水野利男　　12
35 期
滝澤　正　　16

46 期
有賀　治　　14
出浦　仁　　09
神林常視　　11
工藤忠房　　11
久保宗一　　09
佐藤　信　　09
清水巻郎　　09
長谷川　潔　09
丸山浩一　　08
水澤　博　　11
三井　周　　08
宮坂修一　　08
宮沢　寿　　12

36 期
滝澤克己　　09 50 期

五十嵐明迪　11
石井一郎　　14
石井敬二　　11
井出藤壽　　10
尾台　久　　10
金井忠雄　　27
金井昭夫　　09
鹿野耕次　　08
北川嘉一　　09
工藤俊夫　　10
久保長行　　09
久保田　滋　09
輿水朝治　　09
児玉忠雄　　11
小林幸夫　　08
小山邦介　　09
小山洋之介　32
清水正晴　　09
袖山睦啓　　10
滝沢主計　　09
竹内啓爾　　26
塚田　満　　17
新堀英行　　09
西野　明　　11
沼田　淳　　09
馬場進吉　　18
堀内健二　　10
間庭秀人　　11
水野哲雄　　15
宮原省三　　22
宮本嘉興　　13
室賀超八郎　09
甕　　滋　　09
柳沢洋一　　08
柳澤正人　　08
山崎和美　　11
山田秀昭　　08
山辺孔一　　14
山辺文雄　　08
吉村洋一　　13
渡辺一雄　　09
渡辺洋一　　22

37 期
清水志郎　　10
39 期
菊地　博　　16
永田幹夫　　08
40 期
今井甲子雄　08
児玉安彦　　10
森山博司　　13
吉田節生　　09
渡辺久雄　　09 47 期

飯田久夫　　10
井出周利　　12
上原　亨　　08
片山治夫　　09
加藤文郎　　10
金子　宏　　10
柄沢和彦　　11
清宮栄市　　08
沓掛元砥　　09
窪田富男　　09
小山邦朋　　10
笹井　博　　20
佐藤　喬　　37
佐藤一郎　　12
島津虔一　　08
関本秀治　　11
田澤　徹　　09
土屋　博　　10
中村義夫　　10
成田光夫　　09
西澤祥平　　11
西村　勉　　10
花村義男　　18
馬場善一　　08
深井明爾　　10
牧内　操　　14
丸山栄一　　20
三浦嘉治　　17
水野　純　　11
宮原俊雄　　22
宮原信治　　08
村瀬潤一　　09
山岸五郎　　10
山崎繁廣　　10

41 期
生島信夫　　08
古松　彰　　10
宮下俊夫　　14
42 期
岩下　實　　10
栗田裕夫　　13
小山成安　　08
橋本英典　　11
増田官太郎　08
宮本　武　　08

53 期
阿久津義雄　11
浅野井　恭　12
安土忠男　　08
飯島房子　　08
飯島秀也　　08
井澤　保　　08
出野今朝雄　09
井上真人　　10
岩崎　渉　　11
岩田　久　　11
大久保正寿　08
大久保慶次郎  10
大塚昌宏　　10
大塚教夫　　09
尾崎俊朗　　12
尾澤正毅　　09
加々井悦朗　12
掛川弥永　　08
掛川多美雄　12
懸川文夫　　12
掛川康夫　　11
柏村孝行　　21
川村作子　　08
小泉勝夫　　08
小出　武　　12
小林忠夫　　09
小林乾泰　　11
小山　哲　　08
小山哲雄　　08
坂口茂廣　　08
佐藤明朗　　08
塩野入　剛　13
下崎和彦　　09
白井信行　　08

49 期
青木喜久彌　09
芦田　純　　10
飯島弘行　　09
石井智憲　　09
石塚民雄　　12
榎本秀雄　　20
荻原　賢　　13
小澤泰衛　　11
小野　実　　12
風間　充　　08
加藤　毅　　08
久保利夫　　12
桑原洋助　　08
小林喜六　　09
小林斉之介　08
銭澤末治　　14
高野郁雄　　10
滝澤茂夫　　09
田中達夫　　09
田中信二　　08
土屋　正　　09
鶴見慎一郎　09
永井俊夫　　11
永島啓二　　08
西野入利雄　09
樋村晃一　　08
堀内寅次　　08
前田芳造　　09
牧内泰道　　18
町田健一　　08
松岡秀夫　　09
松本初男　　20

43 期
平林　直　　08
横澤昭安　　10

54 期
有賀俊雄　　11
石井政雄　　08
石井光春　　09
石原澄江　　09
市河富弘　　14
大矢憲明　　12
小川　廣　　08
荻原統夫　　13
河西秀夫　　09
菊島和宣　　09
久昌貴代江　09
沓掛文哉　　08
倉島　彰　　09
黒岩千鶴子　13
黒川次郎　　10
呉　公一郎　12
神津勝重　　13
小菅健司　　09
後藤人三　　12
小林勝利　　23
小林干城　　10
斉藤智巳　　09
櫻井　敬　　10
滋野三樹　　08
篠原亢司　　13
関　正勝　　09
滝沢義信　　12
滝沢　正　　08
滝沢英統　　10

56 期
赤尾信吉　　14
飯高盛龍　　12
上原清治　　11
内海章緒　　19
大久保治夫　10
大塚明彦　　10
大日方　昂　08
岡田建治　　10
河西邦彦　　12
笠原征夫　　13
風間英信　　13
柏木　進　　08
金澤正人　　09
神津　進　　14
甲田洋二　　13
小平節夫　　09
小林建夫　　08
小林英郷　　11
小山荘司　　09
近藤　勲　　10
坂田治三郎　11
笹澤政道　　14
佐藤英和　　11
佐野勝雄　　08
柴田義人　　09
関　勝久　　12
瀬下正利　　13
滝沢　健　　12

44-5 期
市川俊夫　　08
大塚　寿　　08
北澤　守　　11
久保田昭寿　12
古平照男　　08
児玉喜年　　11
小林義徳　　11
田中悦次　　08
原嶋佐吉　　08

55 期
青木幹男　　08
秋葉光廣　　09
荒井恒雄　　10
飯島慶三郎　14
伊藤典久　　10
井上　馨　　08
内堀眞通彦　08
荻原光夫　　11
筧　正博　　12
片岡恒夫　　09
川上博美　　08
木村和幸　　11
草間　孝　　08
沓掛勝利　　10
沓掛正幸　　13
倉見英一　　10
黒岩　了　　09
小宮山忠彦　09
小山治阜　　08
坂口宏明　　09
坂口守夫　　10
清水武雄　　08

44-4 期
井出正人　　08
荻原　隆　　08
児玉志郎　　08
小山令二郎　09
小山和男　　08
高橋昭平　　09
滝沢源平　　08
竹内秀彦　　23
手塚榮三郎　08
土肥幹夫　　08
所　昭三　　08
中村　強　　10
星野賢造　　08
丸山慶三　　08
柳沢清史　　08
山本太一　　08

52 期
青木　功　　27
赤池孝之　　11
飯島孝一　　13
飯塚和男　　16
池田松子　　09
生駒利行　　13
石合正和　　12
稲垣正武　　09
掛川十次郎　11
掛川正司　　13
片山浩之　　10
川村　努　　09
久保治良　　09
古平伸吾　　14
小林武彦　　13
小林俊憲　　13

51 期
青島昭久　　10
浅野井　哲　12
荒井一男　　08
有賀秀雄　　12
飯塚　壽　　11
池田義雄　　18
市川慶伍　　08
井出英三郎　10
上原隆雄　　09

48 期
相田俊一　　09
今井正明　　10
浦田光雄　　11
大平　暁　　09
尾山正徳　　11
柿崎眞吾　　09
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訃報
26 期　西沢　佶　　2007 年

28 期　小林清次　　2007 年 11 月 24 日

29 期　岩下美千穂　2008 年 10 月 11 日

31 期　矢ケ崎広一　2007 年 11 月２日

32 期　宮崎光邦　　2008 年

32 期　中台秀松　　2008 年 11 月 29 日

33 期　原田親貞　　2008 年２月

34 期　柳沢　年　　2000 年 12 月 9 日

35 期　渋沢元則　　2008 年

35 期　真木徹二　　2003 年６月

36 期　宮下春三　　2008 年７月

36 期　工藤茂房　    2007 年 11 月 23 日

37 期　新井邦夫　　2008 年１月１日

37 期　内田重喜　　2008 年９月

38 期　阿曽英二　　2008 年

39 期　塩野崎　恵　 2008 年２月８日

39 期　大塚唯男 2006 年 11 月２日

41 期　金沢光男 2008 年７月９日

41 期　成沢　淳 2006 年８月

42 期　高野佐太夫　 2007 年９月８日

42 期　真山勝美 2008 年 12 月 15 日

42 期　大塚成男 2007 年４月 25 日

42 期　池内　公    　 2008 年 12 月２日

42 期　渡辺忠良 2006 年７月 26 日

44-4 期 堀内茂雄　     2008 年５月 24 日

47 期　斎藤正敏 2008 年５月７日

47 期　城下利雄 2008 年 10 月７日

48 期　臼田誠人 2008 年８月

48 期　宮山栄二 2004 年ごろ

48 期　田中重徳 2007 年９月

49 期　小口芳彦　　2008 年８月

49 期　竹内政之　　2009 年３月 28 日

50 期　長崎安男　　2008 年冬

50 期　半田収一郎　2007 年 10 月

50 期　飯島圭一　　2009 年１月５日

50 期　堀内陽造　　2006 年 12 月 25 日

53 期　高村俊平　　2007 年 12 月 17 日

54 期　小宮山英視　2008 年６月４日

55 期　宮下衛之　　2006 年 12 月 20 日

55 期　宮坂　克　　2008 年１月９日

58 期　鹿野永治朗　2008 年３月 24 日

62 期　上原完一郎　2003 年６月 25 日

62 期　福田修三　　2008 年７月 26 日

63 期　高見沢和次　2007 年８月 29 日

64 期　志摩亮平　　1993 年 11 月 18 日

72 期　柴田壽子　　2009 年２月４日

心よりお悔やみ申し上げます。

期 氏名 金額 期 氏名 金額 期 氏名 金額
33 中沢亮太 10,000 47 牧内　操 20,000 60 松井石根 10,000 
33 原田親貞 30,000 49 新井通夫 10,000 61 滝澤　進 10,000 
34 松井正直 10,000 58 星野和俊 10,000 　8 人、11 口 110,000 

運営基金拠出者

寄付者 /寄付グループ
期 氏名 金額 期 氏名 金額 期 氏名 金額
31 土屋　学 10,000 59 大日方勝利 1,000 66 清水通男 1,000
32 中村禮三 2,000 59 清水侯博 1,000 67 山本修士 1,000
33 中沢亮太 10,000 59 西沢正浩 1,000 69 土屋文男 2,000
42 増田官太郎 2,000 60 大橋邦夫 1,000 71 近藤　徹 2,000
42 横山誠之助 2,000 60 斉藤　官 8,000 73 鮫島恵子 2,000
47 柄沢和彦 1,000 60 白井　透 12,000 77 黒澤太平 2,000
47 三浦嘉治 8,000 60 日置勇二 50,000 79 今井　明 1,000
48 田原　敬 2,000 60 平林　久 10,000 80 會田信子 20,000
49 荻原　賢 5,000 60 福嶋　宣 2,000 94 倉島優一 5,000
49 堀内寅次 1,000 60 松林純夫 2,000 100 田中悠樹 2,000
50 石井敬二 1,000 61 尾和正暉 3,000 104 佐藤英則 1,000
50 久保田　滋 1,000 61 笠井徳爾 20,000 60 期同期会 51,000
51 丸山　弘 1,000 61 玉木純雄 2,000 60 期有志 6,100
53 大塚教夫 1,000 61 山浦直次郎 2,000 67 期事務所利用料 2,000
54 有賀俊雄 4,000 62 松井由美 2,000 ゴルフ同好会 35,000
56 笹澤政道 2,000 63 上条和祥 2,000 拡大幹事会有志 7,371
57 高木佳年 11,000 63 保屋野美智子 2,000 役員会有志 24,890
58 山邉光一 2,000 64 小野博見 5,000 　
59 有賀勝雄 3,000 65 小山雅堂 6,000 計 49 人ほか６グループ  366,361

（08 年４月１日〜 09 年３月 31 日の拠出者）

（08 年４月１日〜 09 年３月 31 日の寄付者）

第７代同窓会理事長

故金子八郎先輩を悼んで
　　　　　　　　　　　（３月 15 日逝去）　

　私が関東同窓会の幹事長だったこ
ろ、母校は 100 周年を迎えました。
100 周年記念募金に大変お骨を折ら
れた理事長さんでした。
　そのころ、自社の工場が上田にあ
り、出張で電車に乗ったところ、お
隣が金子理事長でした。どちらから
のお帰りですかと、お聞きしました
ら「エジプトからです。あの危険な
ルクソールにも行って来て満足です」
と言っておられました。上田に着く
まで 100 周年の募金のお話で終始し
ました。本当に母校を思ってくださ
る先輩でした。

合掌　　54 期　馬場武彦

　関東同窓会報の編集長が今回の第 78 号

を機に、井上剛さん（61 期）から真山隆

夫さん（62 期）にバトンタッチされまし

た。教育出版社「学研」に勤務している井

上さんは編集の大ベテラン。1996 年６月

の第 55 号から会報の編集を一手に引き受

け、今回勇退されるまで実に 13 年間も会

報発行に尽力されました。

　最初にしたことは、それまで活版印刷

だった会報を A ４判のオフセット印刷に

切り替えたこと。この時、会報はいわゆる

「新聞形式」から現在の「雑誌形式」に変

身しました。上田高校が創立 100 周年を

迎えた際には、特別企画「座談会と寄稿に

よる母校・証言の百年」を３回にわたって

連載するなど、中身の濃い紙面づくりに努

力されました。

　井上さん、長い間ご苦労さまでした。

編集長 交代しました
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会

員

短

信

新
年
会
へ
の
「
出
欠
は
が
き
」よ
り

33
期　

中
沢
亮
太

　

世
話
人
皆
み
ま
か
り
て
、
同
期
会
（
33
会
）

の
活
動
な
し
。

37
期　

岡
清
助

　

08
年
を
も
っ
て
、
諸
般
の
理
由
に
よ
り
東
京

地
区
同
期
会
の
開
催
を
や
め
る
。

39
期　

小
林
良
一　

　

目
が
不
自
由
な
こ
と
以
外
元
気
。

40
期　

児
玉
安
彦

　

同
期
会
の
在
京
者
８
―
10
人
が
２
カ
月
に
１

度
集
っ
て
い
ま
す
。
月
に
１
度
医
者
に
行
き
、

薬
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
す
が
、
月
に
２
―
３

度
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
元
気
は
あ
り
ま
す
。

40
期　

吉
田
節
生
（
岩
下
改
め
）　

　

40
期
は
偶
数
月
（
6
、
8
月
を
除
く
）
の
14

日
に
渋
谷
で
在
関
東
同
期
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
軍
隊
経
験
や
上
中
時
代
の
昔
話
か
ら
時
事

問
題
の
憂
慮
ま
で
活
発
な
集
い
で
す
。

41
期　

宮
下
俊
夫

　

一
六
会
（
41
期
在
京
の
会
）
を
毎
年
10
月
第

3
土
曜
日
に
「
ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山
」

に
て
開
催
。
前
回
は
10
月
23
日
で
、18
人
参
加
。

42
期　

栗
田
裕
夫

　

陸
上
自
衛
隊
第
11
師
団
長
役
勇
退
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
ジ
ャ
パ
ン
建
築
設
備
本
部
長
、
同
事

務
取
締
役
の
後
社
長
6
年
。
こ
の
間
の
交
際
中

小
企
業
の
方
々
約
１
０
０
人
を
集
め
相
互
切
磋

の
会
経
営
。
09
年
、
規
模
縮
小
の
意
図
あ
り
。

43
期　

佐
々
木
三
夫

　

ク
ラ
ス
会
は
当
面
、
中
止
。
年
相
応
に
元
気

で
、地
域
社
会
で
合
唱
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。

43
期　

寺
尾
康

　

脳
梗
塞
で
リ
ハ
ビ
リ
中
。

44
・
4
期　

星
野
賢
造

　

同
期
会
「
獅
子
の
会
」、
ク
ラ
ブ
柔
和
会
を

年
1
回
開
催
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
東
西
対
抗
で

鳥
取
に
行
き
ま
し
た
。
80
才
以
上
、4
チ
ー
ム
、

東
軍
に
選
抜
さ
れ
参
加
。

47
期　

窪
田
富
男

　

身
体
不
自
由
の
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

48
期　

土
屋
亮

　

昨
年
、
48
期
の
同
期
会
は
戸
倉
上
山
田
温
泉

に
て
閉
会
と
な
り
残
念
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

関
東
支
部
に
て
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

48 

期　

堀
内
惇

　

48
期
の
同
期
会
は
08
年
秋
を
も
っ
て
終
了
。

「
関
東
48
会
」は
今
後
も
継
続
し
、「
ミ
ニ
48
」（
昼

食
会
）
は
数
カ
月
ご
と
に
開
催
予
定
。　

51
期　

村
田
寛

　

白
井
会
長
の
掲
げ
る
〝
原
点
回
帰
〟、
大
い

に
共
感
し
ま
す
。。

51
期　

上
原
隆
雄

　

新
し
い
試
み
大
賛
成
。
同
窓
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
に
は「
試
行
・
継
続
」だ
と
信
じ
ま
す
。

51
期　

八
木
浩
輔

　

浦
和
大
学
学
長
を
07
年
4
月
か
ら
務
め
て
い

ま
す
。Cam

bridge U
niversity Press

（
英

国
）
か
ら
出
版
し
た
テ
キ
ス
トQ

uark-Gluon 

Plasm
a

は
幸
い
国
内
外
で
読
ま
れ
、
昨
年
10

月
に
普
及
版
（
75
㌦
）
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

52
期　

橋
爪
今
朝
男

　

こ
と
し
は
第
3
回
目
の
大
宮
混
声
合
唱
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
年
。
全
力
を
尽
く
す
所
存
。

53
期　

懸
川
文
夫

　

ク
ラ
ス
会
（
有
志
）
を
２
カ
月
お
き
に
有
楽

町
で
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
第
一
に
、
暇
を
も

て
あ
ま
し
な
が
ら
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

54
期　

倉
島
彰

　

小
生
の
実
家
は
明
治
２
年
の
騒
動
で
放
火
さ

れ
全
焼
。こ
れ
は
記
録
に
名
前
が
残
っ
て
お
り
、

小
生
も
読
み
ま
し
た
。

54
期　

藤
村
延
魚

　

上
田
高
校
ニ
ュ
ー
ス
に
「
郷
土
班
」
が
第
9

回
人
文
・
社
会
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

受
賞
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
お
り
、
驚
き
ま
し

た
。
52
年
前
に
私
た
ち
が
2
年
生
の
時
に
誕
生

さ
せ
た
同
好
ク
ラ
ブ
で
、
3
年
の
時
に
そ
の
研

究
が
認
め
ら
れ
「
郷
土
班
」
に
昇
格
し
ま
し
た
。

54
期　

黒
川
次
郎

　

シ
ニ
ア
向
け
に
午
後
早
い
時
間
に
開
催
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

55
期　

成
澤
祐
介

　

同
窓
会
報
「
う
え
だ
」
の
題
名
の
揮
毫
（
き

ご
う
）
は
14
期
生
の
稲
垣
征
夫
先
輩
（
小
諸
。

東
大
、
商
工
省
―
満
州
国
官
吏
、
本
会
関
東
支

部
長
）
で
す
。「
う
え
だ
」
発
刊
の
前
後
5
年

ほ
ど
、
お
手
伝
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

55
期　

宮
島
光
男

　

55
期
の
関
東
グ
ル
ー
プ
は
毎
月
第
3
水
曜
日

夜
、新
宿
中
央
口
か
ら
徒
歩
3
分
の
居
酒
屋「
千

草
」
で
「
三
水
会
」
を
開
催
。
い
つ
も
10
数
人

が
参
加
し
て
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
ま
す
。
次
回

の
同
期
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
09
年
4
月
8
日
。
上

田
と
合
同
で
「
大
浅
間
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で
。

56
期　

濱
村
邦
夫

　

56
期
6
組
の
同
級
会
（
六
文
会
）
の
武
蔵
野

支
部
会
の
忘
年
会
が
12
月
18
日
、
朝
霞
台
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
集
者
7
人
。
焼
酎
6
瓶
を
あ

け
る
盛
り
上
り
で
し
た
。
金
融
危
機
寸
前
に
自

社
を
売
却
し
た
幸
運
な
人
も
い
ま
し
た
。

56
期　

赤
尾
信
吉

　

上
田
高
校
柔
道
部
会
を
毎
年
上
田
に
て
開

催
、
東
京
支
部
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
支

部
会
長
は
上
原
氏
（
55
期
）
か
ら
藤
原
氏
（
56

期
）
に
。
新
年
度
は
女
子
部
を
創
立
予
定
。

56
期　

松
瀬
勝
雄

　

遠
方
な
の
で
、
も
う
少
し
早
い
時
刻
を
希
望

し
ま
す
。

58
期　

北
村
尚
巳

　

関
東
同
窓
会
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
「
58
期
生

の
ペ
ー
ジ
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
は
副
幹
事
長
の
石
井
則
男
さ
ん
に
毎
回
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

58
期　

寺
島
知
惠
子

　

オ
ー
プ
ン
な
新
年
会
の
試
み
に
60
期
代
の

方
々
に
好
感
度
で
迎
え
ら
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。
堀
内
さ
ん
の
お
話
も
お
目
も
じ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

58
期　

森
邦
夫

　

人
工
透
析
の
生
活
も
9
年
目
に
な
り
ま
す
。

通
院
日
以
外
は
で
き
る
だ
け
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
生

活
し
て
い
ま
す
。

59
期　

清
水
侯
博

　

昨
年
8
年
ぶ
り
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
同
期

会
に
出
席
し
ま
し
た
。

59
期　

掛
川
勝
司

　

時
々
59
期
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
顔
を
出
し
て

い
ま
す
。

60
期　

沓
掛
行
徳

　

同
期
会
60
期
「
青
春
回
帰
の
会
」
を
２
年
に

1
回
、
東
京
同
期
60
期
「
青
春
回
帰
の
会
」
を

年
2
回
開
催
。
新
聞
班
は
02
年
1
月
、
他
1
回

計
2
回
開
催
。

60
期　

小
松
有
也

　

堀
内
君
や
鷹
野
君
は
同
級
生
で
し
た
の
で
、

懐
か
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

60
期　

橋
本
隆
弘

　

東
御
市
に
母
が
住
ん
で
お
り
、
年
数
回
田
舎

に
帰
省
。
09
年
度
分
会
費
を
も
っ
て
脱
会
し
ま

す
。
本
部
（
上
田
）
同
窓
会
は
継
続
し
ま
す
。

60
期　

田
中
一
穂

　

横
須
賀
の
家
は
３
男
に
任
せ
、
夫
婦
し
て
故

郷
に
戻
り
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
上
田
の
裁
判

所
で
民
事
調
停
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

61
期　

吉
田
光
明

　

町
会
長
と
し
て
町
会
世
話
人
を
し
て
お
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

62
期　

諸
岡
健
児

　
（
堀
内
氏
と
は
）
柔
道
部
2
年
後
輩
で
す
。

堀
内
先
輩
の
講
演
、
楽
し
み
で
す
。

63
期　

春
原
穣

　

文
武
両
道
。
健
康
、長
寿
の
秘
訣（
ひ
け
つ
）。

甲
子
園
1
勝
。
久
し
ぶ
り
、
校
歌
を
聞
き
た
い

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

63
期　

関
田
正
幸

　

4
組
の
ク
ラ
ス
会
は
上
田
、
東
京
と
何
回
も

開
か
れ
て
い
ま
す
。（
山
崎
次
男
先
生
）。

65
期　

上
原　

昇

　

新
年
会
と
夏
の
同
期
会
を
定
期
的
に
開
催
。

春
、
夏
、
秋
に
同
期
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
。
昨
年
か

ら
は
テ
ニ
ス
の
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

65
期　

丸
山
暢
久

　

会
報
簡
易
版
の
出
来
栄
え
は
大
変
素
晴
ら
し

い
内
容
で
す
。
発
送
料
金
で
す
が
、
年
賀
状
の

当
選
ハ
ガ
キ
の
切
手
を
拠
出
し
て
も
ら
う
と
、

そ
こ
そ
こ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

66
期　

竹
内
豊
和

　

08
年
11
月
29
日
に
66
期
3
組
の
同
級
会
を
10

年
ぶ
り
に
開
催
し
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

74
期　

三
ツ
井
優
子

　

白
井
様
、
会
長
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。25
年
前
部
下
だ
っ
た（
旧
姓
）関
優
子
で
す
。

お
元
気
で
活
躍
の
様
子
う
れ
し
く
拝
見
。
私
の

方
は
一
病
息
災
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

80
期　

會
田
信
子

　

名
古
屋
大
学
の
校
風
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

104
期　

柳
田
晃
一
郎

　

剣
道
班
。
現
在
、
国
際
武
道
大
学
に
て
体
育

分
野
を
専
攻
。就
職
活
動
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

＊
20
ペ
ー
ジ
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
「
千
曲
川
」

「
上
田
市
」
で
す
。
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うえだ　78 号　Ｐ 20

人

う だえ NHKの気象キャスター　関嶋 梢さん (93期)

　ＮＨＫの番組の中で、分かりやすく、楽し

く天気予報を伝えている姿を見た人も多いだ

ろう。「お天気ですか日本列島」「ゆうどき

ネットワーク」「首都圏ネットワーク」に出

演。いま売れっ子の気象予報士だ。番組キャ

スターやゲストとの軽妙なトークは、女子ア

ナに勝るとも劣らない。

　天気予報とのかかわりは、高校時代から。

「上田高校では天文気象班に入っていました。

何日かに１回当番で、ＮＨＫラジオの気象通

報を聞いて天気図に書き込むのが日常活動。

小諸などにあった天体観測装置を備えたペン

ションで合宿し、流星群を観測したこともあ

ります」。入部動機はちょっと変わっている。

「東部中学校時代のクラス担任（川口剛先生）

が、私の高校入学と同時に上田高校に赴任

し、天文気象班の顧問になったのがきっかけ

です」

　得意科目の英語を生かそうと、津田塾大学

へ。在学中に英国南部ボーンマスに１カ月、

語学留学したこともある。卒業後の2000年、

世界最大の気象情報会社「ウェザーニューズ」

に就職した。「本当はレコード会社に勤務し、

プロモーションを担当したかったんです。で

も、当時は就職氷河期。希望はかないません

でした」

　ウェザーニューズでは入社半年後に、衛星

デジタル放送「スカパー！」などのお天気チャ

ンネル担当に抜擢された。この間に気象予報

士の資格を取ろうと一念発起。「石原良純君

でも取れるのだから」などと、なめてはなら

ない。試験には高度な専門知識も要求され、

かなりの難関。「夏と冬の年２回試験がある

んですが、５回以上落ちました。人生で一番

勉強した時です」と苦闘の日々を振り返る。

　2003 年にめでたく資格を獲得。翌年には

オーディションに受かり、ＮＨＫの気象キャ

スターに起用された。現在は、放送業務をサ

ポートするプロフェッショナル集団の（株）

ウイングに所属する。担当番組ではアドリブ

が多く、いろんなハプニングも起きる。「ガッ

ツ石松さんがゲスト出演した時、盛り上がり

すぎて、お得意の駄じゃれが止まらなくなっ

ちゃって。２分半の持ち時間のうち、残り１

分しかなくなり焦りました」

　「後輩に一言」と水を向けると、こんな答

えが返ってきた。「私はいま『よく遊び、よ

く働け』をモットーにしています。上田高校

の生徒はまじめで、よく勉強しますが、『よ

く遊び』が足りないのでは。両方に全力投球

してほしいですね」

松尾倶楽部135回例会

   漢字デザインで脳を活性化！
「世界一受けたい授業」の模擬体験も・・・
　土曜日のゴールデンタイムで高視聴率
を誇り、子供にも見せたい番組第1位に
なった「世界一受けたい授業」（日本テレビ
系）に適時出演中の馬場雄二さん (54期)が、
松尾倶楽部の例会に登場します。
　全国紙（産経・朝日）に20年間デザイン
パズルを連載してきた実績をベースに、
遊びながら脳を活性化する秘訣を、手と
頭をご一緒に動かしながら公開します。
　お子さん・お孫さん (小学生程度 )と共
に楽しめる、お話と番組さながらの授業
に参加しませんか。

★優秀賞などのほか、全員に参加記念証を
差し上げます。

馬場雄二さん（写真提供/日本テレビ）
Q１：この図を何と読む？

Q２：図の中にある市は？

答えはこのページのどこかにあります。 お問い合わせは、03-○○○○-○○○○へ。

開催日時：７月25日（土）
　　　午後３時～５時
会場：

会費：○,○○○円（お弁当付き）
　　   同伴者○,○○○円（〃）

先着順

100 名

［授業の例題］

（同窓生の文化的研究会）

松尾倶楽部例会
会費　5,000 円　小・中・高校生無料

　　　夏休みの子供さんの参加歓迎

会場　乃木坂　健保会館（はあといん乃木坂）

　　　東京メトロ半蔵門線　乃木坂駅真上

　　　電話　03-3403-0531

日時　７月 25 日（土）　受付　14 時〜

講演　15 時〜 16 時 30 分

　　　講演終了後、ビール・ソフトドリンクな

　　　どの飲み物で簡単な懇親会を行います

参加申し込み

　　　７月 21 日までに事務局までファックス

           で（03-3407-5008）。小・中・高校生の

　　    方も氏名を（受付名簿作成のため）　

　 

答えはこの会報のどこかにあります。　　 
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